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SB-700 と使用説明書について 



お 

使 

い 

に 

な 

る 

前 


ニコン SB - 700をお買い上げくださいまして、まことにありがとうございま 
す。 

ご使用の前にこの「使用説明書」をよくお読みになり、内容を充分に理 
解してから正しくお使いください。 


_知りたいことの探し方 


r 目次 


|(mA-11) 


操作方法、発光モード、撮影機能など、項目別に探せます。 


目的別かんたん検索から 


(mA-9) 


名称や用語が分からなくても、使いたいことや知りたいことから探せます。 


索弓 I から 


(mH-25) 


英数字、五十音順の索引から探せます。 


^故障かな？と思つたらから 


動作がおかしいときや警告表示が出たときに役立ちます。 


△安全上のご注意_ 

安全にスピードライトをお使いいただくために守っていただきたい内容 
が記載されています。スピードライトをお使いになる前に必ずお読みく 
ださい。詳しくは mA -14 〜 A -21 をご覧ください0 
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■付属品をご確認ください 


□ スピードライトスタンド AS -22 

□ソフトケース SS -700 


□バウンスアダプター SW -14 H 

□ 使用説明書（本書） 

お 

□ カラーフィルター SZ -3 TN 

□ 作例集 

使 

(電球用） 

□ 保証書 

い 

に 

□ カラーフィルター SZ -3 FL 

□ 登録のご案内 

な 


(蛍光灯用) 
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SB -700 と使用説明書について 


_ SB 700について 

SB - 700は、ニコンクリエイティブライティングシステム （ CLS ) 対 
応のカメラとの組み合わせに最適化された、ガイドナンパー 28 (ISO 
i 100 • m) /39 (ISO 200 - m) ( 照射角 35mm 、 FX フォーマット、スタ 
ドンダード配光時、20°〇の高性能スピードライトです。 

る 


この「使用説明書」は、 SB - 700と CLS 対応カメラ、 CPU レンズ （ raA -5) 
との組み合わせを前提に説明しています。 

ご使用の前に使用説明書をよくお読みになり、内容を充分に理解してか 
ら正しくお使いください。 

• CLS 非対応一眼レフカメラとの組み合わせについては 「 CLS 非対応一眼 
レフカメラ使用時」 ( mF -1) をご覧ください。 

• i - TTL 対応ニコンデジタルカメラ C 〇〇 LPIX ( P 5100、 P 5000、 E 8800、 
E 8400) との組み合わせについては「ニコンクールビクスとの組み合 
わせについて」 ( mG -1) をご覧ください。 

• 別冊の「作例集」は SB - 700の機能を生かして撮影した作例写真とライ 
テイングについて説明しています。 

• カメラの機能や設定については、ご使用のカメラの使用説明書をご覧く 

ださい。 
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FX フオー マツ ト/ DX フオー マツ トのニコンデジタルー眼レ 
フカメラ （ D 1 シリーズ、 D 100 を除く）、 F 6、 ニコンデジタル 
カメラ C 00 LPIX ( P 7000、 P 600 0) 


■使用説明書について 












厂 本文中のマークについて- 

n 製品の故障や撮影の失敗を防ぐために注意していただぎたい 
ことを記載しています。 

^製品を使用する際に知っておいていただきたいこと、便利な I 
情報やヒントを記載しています。 P 

m 使用説明書上で関連情報が記載されているページです。 « 

V_ノ® 

m 

m cpu レンズの見分け方 

CPU レンズには CPU 信号接点があります。 



CPU 信号接点 



IXニッ コールレンズとの組み合わせでは使用 
できません。 


0使用説明書の取り扱いについて_ 

• この使用説明書および作例集の一部または全部を無断で転載することは、 
固くお断りいたします。 

•使用説明書の内容が破損などによって判読できなくなったときは、下記 
のホームページから使用説明書の PDF ファイルをダウン□—ドできます。 

http://www.nikon-imaqe.com/support/manual/ 

• ニコンサービス機関で新しい使用説明書を購入することもできます(有料)。 
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SB -700 と使用説明書について 



お 

使 

い 

に 

な 

る 

前 


_用語と表記について 

初期設定： ご購入時に設定されている機能やモードの設定状態です。 
ニコンクリエイティブライティングシステム ( CLS ) :ニコンのスピード 
ライトとカメラの先進的なデータ通信方式により、さまざまなスピード 
ライト撮影機能を可能にしたシステムです。 

配光タイプ： 画面中央と周辺の光量差の制御タイプ。スタンダード配光、 
中央部重点配光、均質配光の3タイプが選択可能です。 

FX / DX フォーマツト（撮像範囲）： ニコンカメラの撮影画面サイズ 。 FX 
フォーマツト (36 X 24) と DX フォーマツト (24 X 16) の2つがあります。 
ガイドナンバー ( GN ) :スピードライトの発光量を示す値。 GN =7 ピー 


ドライトから被写体までの距離 （ m ) x 絞り値 （ F ) で表わします (ISO 


100の場合)。 


照射角： スピードライトの光が照射される角度です。 


調光距離： スピードライトの光で適正露出が得られる、スピードライト 
から被写体までの距離です。 


調光範囲： 調光距離の範囲です。 

調光補正： スピードライトの発光量を意図的に変えて、主要被写体の 
明るさを変えることをいいます。 


i-TTL 調光モード： モニター発光を行って被写体からの反射光をカメラ 
が測光して、スピードライトの発光を制御します。 


モニター発光： 被写体からの反射光を測光するために、本発光の直前 
に行われる極めて短時間の発光です。通常、本発光と区別して目視 
することはできません。 
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バランス調光 （ i - TTL - BL 調光）：被写体と背景光のバランスを考慮して_ 
発光量を制御します。 

スタンダード i - TTL 調光：背景光を考慮せず、主要被写体が基準露光量1 
になるように発光量を制御します。 33 

マニュアル発光モード：撮影者が任意の発光量と絞り値の組み合わせで g 
露出を設定できる発光モードです。 に 

距離優先マニュアル発光モード：スピ_ドライトから被写体までの距離を f 
設定すれば、カメラの設定に合わせて適正な発光量をスピードライトが^ 
自動的に設定するマニュアル発光モードです。 

1段：シャッタースピードや絞り値の変化量の単位。1段変化すると、力 
メラが取り込む光の量は2倍、または1/2になります。 

EV (Exposure Value :露出値）：シャッタースピードや絞り値が1段変 
化すると、 1 EV 変化します。 

ワイヤレス増灯撮影：ワイヤレスで複数のスピードライトを同時発光 
させる撮影です。 

マスターフラッシュ（主灯）：増灯撮影時に、リモートフラッシュに 
指示を送るスピードライトです。 

リモートフラッシュ（補助灯）：マスターフラッシュからの指示を受け 
て発光するスピードライトです。 

アドバンストワイヤレスライティング撮影： CLS 対応のワイヤレス 
増灯撮影。マスターフラッシュから複数のリモートフラッシュの 
グループの発光を制御できます。 
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クイックワイヤレスコント□ールモード撮影：リモートフラッシュを A 、 
B の2つのグループに分けて、簡単に光量比が設定できる増灯撮 
影モードです。 

SU -4 タイプのワイヤレス増灯撮影：特に動きが速し)被写体に適してし、 
るワイヤレス増灯撮影です。 


SB -700 と使用説明書について 


お使いになる前に 
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目的別かんたん検索 

使いたいことや知りたいことから、記載ページを簡単に探せます。 


_撮影について-1 ( SB -700 をカメラのアクセサリーシューに接続して使用する) 


使いたいこと • 知りたいこと 

キーワード 

m 

発光モードを知りたい 

発光モード 

C -1 

いちばん簡単な手順で撮影したい 

撮影の基本ステップ 

B -5 

人物が弓1き立つポートレートを撮りたい 

中央部重点配光 

E -2 

横に並んだ大勢の人の記念写真を撮りたい 

均質配光 

E -3 

後ろの壁に映る影を消して撮影したい 

バウンス撮影 

E -4 

ライティング状態を確認してから撮影したい 

モデリング発光 

E -25 

主要な被写体を明るく (暗く)して撮影したい 

調光補正 

E -20 

蛍光灯や電球の影響を緩和して撮影したい 

カラーフイ J レター 

E -14 

スピードライトの光に色をつけて撮影したい 

カラーフイ J レター 

E -16 

暗い被写体をオートフォーカスで撮りたい 

AF 補助光 

E -23 

人物と背景の夜景の両方をきれいに 

ス□ーシンクロ 

E -29 

撮りたい 

(スローシャッター）撮影 

人物の瞳が赤くならないように撮影したい 

赤目軽減発光撮影 

E -30 

CLS に対応していない一眼レフカメラと 

CLS 非対応一眼レフ 

F -1 

組み合わせて使いたい 

カメラ使用時 

ニコンクールビクスと組み合わせて 

ニコンクールビクスとの 

G -1 

使いたい 

組み合わせ 
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目的別かんたん検索 



■撮影について-2 ( SB -700 をワイヤレスで使用する) 


使いたいこと • 知りたいこと 

キーワード 

m 

複数のスピードライトを使って撮影したい 

アドバンストワイヤレス 
ライティング 

D -2、 

D -9 

簡単な手順でワイヤレス増灯撮影したい 

クイックワイヤレス 
コント□—ルモード 

D -13 

動きが速いものをワイヤレス 
増灯撮影したい 

SU -4 タイプ 

D -3、 

D -17 

ワイヤレス増灯撮影ができるニコン 
クールビクスと組み合わせて使いたい 

CLS 対応 

ニコンクールビクス 

G -1 
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目次 


お使いになる前に 

SB - 700と使用説明書について 

目的別かんたん検索 . 

安全上のご注意 . 

ご確言忍ください . 


〇 操作方法 

各部の S 称 . 

撮影の基本ステップ . 

設定と表示について . 

カスタムメニューについて 


〇 発光モード 

i - TTL 調光モード . 

マニュアル発光モード . 

距離優先マニュアル発光モード 



お使いになる前に 


2 9 4 2 

卜い- 1-2 

A A 


15 2 3 
B-B--1-1 
B B 


16 
C-C- 


C- 


A-11 

















目次 


ワイヤレス増灯撮影 

SB -700 のワイヤレス増灯の仕組み . D -1 

SB -700 のワイヤレス増灯撮影機育巨 . D -4 

マスターフラッシュとしての設定 . D -6 

リモートフラッシュとしての設定 . D -8 

アドバンストワイヤレスライティング撮影の手順 . D -9 

クイックワイヤレスコントロールモード撮影の手順 . D -13 

SU -4 タイプのワイヤレス増灯の設定 . D -17 

リモートフラッシュについて . D -21 

ワイヤレス増灯撮影時の状況確認について . D -24 


主な機能 

配光タイプ切り換え機能 . E -2 

ノ（ウンス撮影 . E -4 

近距離撮影 . E -11 

カラーフ イ J レターを使用した撮影 . E -14 

撮影をサボートする機能 . E -20 


•調光補正 

• オー トパワーズ_ム 
• AF 補助光 
• テスト発光 
• モデリング発光 
• スタンバイ 
•過熱防止 
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カメラ側の設定による撮影機能 . E -28 

• オート FP 八イスピードシンク□撮影 
• FV □ック撮影 

• ス□—シンク□(ス□—シャッター）撮影 
• 赤目軽減発光撮影/赤目軽減スロー シンクロ 
(ス□—シャッター）撮影 
• 後幕シンク□撮影 


CLS 非対応一眼レフカメラ使用時 . F -1 


〇 ニコンクールビクスとの 

組み合わせについて . G -1 


〇 使用上のご注意 • 資料 

故障かな？と思ったら . H -1 

ガイドナンと絞り彳直、距離について . H -6 

お手入れについて . H -7 

電池についてのご注意 . H -9 

表示ハ。ネ>1レについて . H -10 

ファームアップの方法 . H -11 

使用できるアクセサリー . H -12 

i±m . H -14 

薪 I . H -25 

アフターサービスについて . H -30 
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お使いになる前に 


















I 安全上のご注意 

E ご使用の前に「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いくだ 
さい。この「安全上のご注意」は製品を安全に正しく使用していただき、 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、重 
1、要な内容を記載しています。お読みになった後は、お使いになる方がい 
使つでも見られるところに必ず保管してください。 

}:- 表示と意味は次のようになっています。 

な _ _ _ 


A 

危険 

この表示を無視して、誤った取り扱いをする 
と、人が死亡または重傷を負う可能性が高い 
と想定される内容を示しています。 

A 

警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをする 
と、人が死亡または重傷を負う可能性が想定 
される内容を示しています。 

A 

注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをする 
と、人が傷害を負う可能性が想定される内容 
および物的損害の発生が想定される内容を示 
しています。 
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お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


絵表示の例 

A 

△記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げる 
ものです。図の中や近くに具体的な注意内容（左図 
の場合は感電注意）が描かれています。 

⑤ 

S 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を 
告げるものです。図の中や近くに具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

藝 

•記号は、行為を強制すること（必ずすること）を 
告げるものです。図の中や近くに具体的な強制内容 
(左図の場合は電池を取り出す）が描かれています。 


△危険スピ-ドライトにっぃて 

/ js 危険 

電池からもれた液が目に入ったときは、すぐにきれい 
な水で洗い、医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。 

/ js 危険 

電池からもれた液が皮膚や衣服に付いたときは、 
すぐにきれいな水で洗うこと 

そのままにしておくと、皮膚がかぶれたりする原因となり 
ます。 


お使いになる前に 
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安全上のご注意 


△警告スピ-ドラィトにっぃて 

⑧分解禁止 

分解したり修理 • 改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。 

0) 接触禁止 

すぐに修 
理依頼を 

落下などによって破損し、内部が露出したときは、 
露出部に手を触れないこと 

感電したり、破損部でケガをする原因となります。 

電池、電源を抜いて、販売店またはニコンサービス機関 
に修理を依頼してください。 

電池を取 

すぐに修 
V 理依頼を 

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、 
速やかに電池を取り出すこと 

そのまま使用すると火災、やけどの原因となります。 
電池を取り出す際、やけどに十分注意してください。 
電池を抜いて、販売店またはニコンサービス機関に修理 
を依頼してください。 

® ir 

水につけたり、水をかけたり、雨にぬらしたりしない 
こと 

発火したり感電の原因となります。 

の禁止 

引火 • 爆発のおそれのある場所では使用しないこと 

プロパンガス、ガソリンなどの引火性ガスや粉塵の発生 
する場所で使用すると、爆発や火災の原因となります。 

(\) 発光禁止 

車の運転者等にむけてスピードライトを発光しない 
こと 

事故の原因となります。 

(\)発光禁止 

スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 

視力障害の原因となります。 

特に乳幼児を撮影するときは1 m 以上離れてください。 

(\)発光禁止 

発光部を人体やものに密着させて発光させないこと 

やけどや発火の原因となります。 


お使いになる前に 
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△警告スピ-ドラィトにっぃて 

保管注意 

幼児の口に入る小さな付属品は、幼児の手の届かないと 
ころに置<こと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 

A 警告 

使用説明書に表示された電池を使用すること 

正しい電池を使用しないと、液もれ、破裂、発火の原因 
となります。 

の禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる 
電池をまぜて使用しないこと 

液もれ、破裂、発火の原因となります。 

の禁止 

マンガン乾電池、アルカリ電池、リチウム電池は 
非充電式電池ですので、充電しないこと 

液もれ、破裂、発火の原因となります。 

/ js 危険 

ニッケル水素電池などの充電式電池の充電は 、メーカー 
指定の充電器で、付属の注意事項を守って行うこと 
「+」「_」を逆にしての逆充電、電池が熱いままの充電 
はしないこと 

破裂、発火、液もれの原因となります。 


お使いになる前に 
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安全上のご注意 


A 注意 スピードライトについて 

感電注意 

ぬれた手でさわらないこと 

感電の原因になることがあります。 

保管注意 

製品は幼児の手の届かない所に置くこと 

なめて感電したり、ケガの原因となることがあります。 

A 注意 

強い衝撃を与えないこと 

内部が故障し、破裂、発火の原因になることがあります。 

/ Ov 溶剤清掃 

にソ禁止 

シンナーやベンジンなどの有機溶剤を使ってふかない 
こと 

防虫スプレーの液剤を製品に吹きつけないこと 
また、ナフタリン、偉脳の入った場所に保管しないこと 

プラスチックケースが割れて火災や感電の原因となること 
があります。 

^電池を 
_取る 

保管するときには電池を外すこと 

発火、液もれの原因となることがあります。 


△危険 池にっぃて 

^危険 

電池からもれた液が目に入ったときは、すぐにきれい 
な水で洗い、医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。 


A 危険ニッヶル水素充電池について 

の禁止 

電池を火に入れたり、加熱しないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

⑧分解禁止 

電池をシヨー ト、 分解しないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


お使いになる前に 
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△危険ニッヶル水素充電池について 

G 禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる 
電池をまぜて使用しないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 警告 

電池の「+」と「_」の向きを間違えないようにする 
こと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

/ js 危険 

専用充電器を使用すること 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

/ js 危険 

ネックレス、ヘアピンなどの金属製のものと一緒に持 
ち運んだり保管しないこと 

シヨートして液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

危険 

電池からもれた液が皮膚や衣服に付いたときは、すぐ 
にきれいな水で洗うこと 

そのままにしておくと、皮膚がかぶれたりする原因となります。 


A 警告 電池について 

A 警告 

電池に表示された警告 • 注意を守ること 

液もれ、発熱、発火の原因となります。 

A 警告 

使用説明書に表示された電池を使用すること 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 警告 

外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと 
また、外装チューブがはがれたり、キズがついている 
電池は絶対に使用しないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

保管注意 

電池は幼児の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。 


お使いになる前に 
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安全上のご注意 


△警告電池について 

i 

\水かけ 
ノ禁止 

水につけたり、濡らさないこと 

液もれ、発熱の原因となります。 


A 警告 ニッヶル水素充電池について 

^使用禁止 

変色•変形、その他、今までと異なることに気づいた 
ときは使用しないこと 

液もれ、発熱の原因となります。 

A 警告 

充電の際に所定の充電時間を超えても充電が完了しな 
い場合には、充電をやめること 

液もれ、発熱の原因となります。 

A 警告 

電池をリサイクルするときや、やむなく廃棄するときは、 
テープなどで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因となります。 
お住まし XD 自治体の規則に従って、正しく廃棄してくださし〉。 


A 警告 リチウム電池、アルカリ電池について 


電池を火に入れたり、加熱しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

⑧分解禁止 

電池をシヨート、分解しないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

の禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる 
電池をまぜて使用しないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 警告 

電池の「+」と「_」の向きを間違えないようにする 
こと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


お使いになる前に 
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A 警告リチウム電池、アルカリ電池について 

の禁止 

充電式電池以外は、充電しないこと 

液もれ、発熱の原因となります。 

A 警告 

電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を絶縁す 
ること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因となります。 
お住まし、の自治体の規則に従って、正しく廃棄してくださし、。 


△注意ニッケル水素充電池について 

A 注意 

電池に強い衝撃を与えたり、投げたりしないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


△注意電池にっぃて 

A 注意 

連続発光後は電池の発熱に注意すること 

電池が発熱していて、やけどの原因となります。電池を 

交換する際には、注意してください。 


A 警告 アルカリ電池について 

€ir 

使い切つた電池はすぐに器具から取り出すこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 警告 

電池からもれた液が皮膚や衣服に付いたときは、すぐ 
にきれいな水で洗うこと 

そのままにしておくと、皮膚がかぶれたりする原因となり 
ます。 


お使いになる前に 
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ご確認ください 

■保証書について 


_本製品には「保証書」が付いていますのでご確認ください。「保証書」は、 
お買い上げの際、ご購入店からお客様へ直接お渡しすることになってい 
1ます。必ず「ご購入年月日」「ご購入店」が記入された保証書をお受け 
取りください。「保証書」をお受け取りにならないと、ご購入1年以内 
なの保証修理が受けられないことになります。お受け取りにならなかった 
I 場合は、ただちに購入店にご請求ください。 

■カスタマー登録 

下記のホームページからカスタマー登録ができます。 

https://reg.mkon-imaqe.com/ 

付属の「登録のご案内」に記載されている登録コードをご用意ください。 


■ I カスタ マーサポート 

下記のホームページで、サボート情報をご案内しています。 

http://www.nikon-imaqe.com/support/ 
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■ 大切な撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）の前には、必ず試し撮りをしてス 
ピードライトが正常に機能することを事前に確認してください。本製品 
の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用および利益喪失等に 
関する損害等）についての補償はご容赦願います。 


厂1本製品を安心してお使いいただくために 



お 

使 

い 

に 

な 

る 

前 


本製品は、当社製のカメラ及びアクセサリーに適合するように作られて 
おりますので、当社製品との組み合せでお使いください。 

• 他社製品や模倣品と組み合わせてお使いになると、本製品の充分な性 
能が発揮できないほか、事故 • 故障などが起こる可能性があります。 
その場合、当社の保証の対象外となりますのでご注意ください。 
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操作方法 


各部の名称 




















1. フラッシュヘッド 

2. フラッシュヘッドロック解除ポタン (mE-5) 

3. ワイヤレスリモートセンサー窓 （mD-21) 

4. 電池ぶた 

5. 電池ぶたロック解除ポタン （mB-5) 

6. キャッチライト反射板 （mE-10) 

7. ワイドパネル （mE-12) 

8. 発光パネル 

9. カラーフィルター検出スイッチ 

10. パウンスアダプター検出スイッチ 

11. レディーライト（リモートモード時） （mD-24) 

12. AF 補助光 (mE-23) 

13 . 外部 AF 補助光接点 (mH-13) 

14. □ックピン 

15. カメラ連動接点 

16. 取付け脚 


操作方法 
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各部の名称 


17. フラッシュヘッド上下回転角度目盛 （ mE -5) 

18. フラッシュヘッド左右回転角度目盛 （ mE -5) 

19. レデイーライト （ mB -11、 D -24) 

20. 表示パネル （ mB -12、 H -10) 

21. ロックレバー （ mB -8) 
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23. [ ZOOM ] ポタン 

照射角を切り換えます。 ( mE -22) 

24•テスト発光ポタン 

テスト発光ができます。 ( mE -25) 

25. [ MENU ] ポタン 

カスタムメニュー画面を表示します。 

( mB -13) 

26•セレクターダイヤル 

反転表示された項目の設定を変更し 
ます。(_2) 

27. 配光タイプセレクター 

配光タイプを切り換えます。 ( mE -2) 


29. ロック解除ポタン 

ワイヤレス増灯モードのマスターモード 
/リモートモードを設定する際は、この 
ボタンを押しながらスイッチを回します。 
( mD -6、 D -8) 

30. 電源スイッチ/ワイヤレス増灯モードス 
イッチ 

• 電源の ON / OFF を設定します。 

• ワイヤレス増灯撮影時のマスター 
モード/リモートモードを設定します。 

( mD -6、 D -8) 

31. [ OK ] ポタン 

選択した設定を確定します。 ( mB -12) 
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撮影の基本ステップ 

SB - 700と CLS 対応カメラとの組み合わせ時の、 i - TTL 調光モードを使っ 

た撮影の基本的なステップを説明しています。 

[5 連続発光についてのご注意_ 

• 発光部が過熱するのを防ぐため、連続発光は15回でいったん発光を 
止めて、発光部を10分以上、自然冷却してください。 

•連続発光を断続的に繰り返した場合は、内部の安全機構が働き、発光 
間隔が最大で15秒程度まで長くなることがあります。この状態から 
さらに連続発光を行うと、「高温検出警告画面」に変わり、一時的に 
すべての操作ができなくなります （<^ E -27)。 この場合は数分間、発 
光を止めると警告画面が消えて、通常の操作ができます。 

• 安全機構が作動するまでの時間は、周囲温度や SB - 700の発光量によ 
つて異なります。 


H 電池を入れる 



〇電池ぶた□ック解除ポタンを押しながら、 
重池ぶたをスライドさせて開ける 



❷ 十一表示の向きに電池を 
入れる。 

❸ 電池ぶたを押さえながら、 
スライドさせて閉じる 


B-5 

















• 使用電池別の最短発光間隔、発光回数等については「仕様」をご覧く 
ださい。 （ mH -24) 

• アルカリ電池はメ_力_により性能が大きく異なることがあります。 

•1.5 V マンガン単3形電池のご使用はおすすめしません。 

Q 電池についてのご注意 

「安全上のご注意」の「危険」、「警告」、「注意」 （ mA -18 〜 A -21) の 
注意事項をお守りください。 

「電池についてのご注意」 （ mH -9) をよくお読みの上、内容を充分に 
理解してから正しくお使いください。 

U チウム単3形電池は発熱時に出力電流を抑える機能を備えているため、 
連続発光すると発光間隔が長くなることがあります。 


LI 使用できる電池 

次の同じ種類の単3形電池4本を使います。交換の際は、4本とも新品 
電池をお使いください。 


操作方法 
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撮影の基本ステップ 
■電池交換の目安 



電源〇 N や発光後、レディーライト点灯までの時間が次のように遅くな 
つたら、早めに新しい電池に交換または充電してください。 


1.5 V アルカリ単3形電池 

10秒以上 

1.5 V リチウム単3形電池 

10秒以上 

1 .2 V ニッケル水素単3形充電池 

10秒以上 


■電池容量不足画面 



電池容量が不足すると、表示パネルが左の 
画面に変わり、すべての動作が停止します。 
新しい電池に交換または充電してください。 
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ステップ 2 


カメラに取り付ける 



OSB -700 およびカメラの電源 
OFF を確認する 


❷ロックレパーが左伯丸）にあ 
ることを { 崔認[する 

❸ 取付け脚をアクセサリーシュー 
に差し込み、奥まで押し込む 




❹ロックレノ（一を右に L の位置ま 
で回す 

15 ロックの確認_ 

ロックレパーが止まり、ロック機構の指 


標が合っていることを確誌してください。 
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撮影の基本ステップ 

■カメラからの取外し方 

❶ SB -700 およびカメラの電源を 
OFF にしてから、ロックレパー 
を左に90°回し、取付け脚をゆ 
っ <り引き抜< 

•取付け脚が引き抜けない場合は、もう 
一度、ロックレパーを左にいっぱいまで 
回してからゆっくり引ぎ抜いてください。 
•無理に引き抜かないでください。 





フラッシュヘッドを設定する 



〇フラッシュヘッドを正面に設定 
する 

•フラッシュへッドは正面でロックさ 
れます。 


フラッシュへッドの状態表示 







正面に設定されている。 

フラッシュへッドが正面以外に設定され 
ている。（上方、左右バウンス表示） 

フラッシュへッドが下方向に設定されて 
いる。（下方バウンス表示） 
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画面表示例 

•次の画面は、 i - TTL 調光モード、 DX フォーマット、スタンダード配光、 
ISO 感度100、照射角 35 mm 、 絞り値 F 5.6 の場合の表示例です。 

• 表示は、 SB - 700の設定や使用するカメラ、レンズによって異なります。 



SB - 700の発光 
に関する表示 


SB -700 の状態 
を表示 


ド' 


調光範囲 


CLS 対応カメラ 
に接続中 


DX フ オー マツ 


照射角 


ステップ4 



電源を ON にする 

OSB -700 およびカメラの電源を 
ON にする 



操作方法 
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撮影の基本ステップ 

B 発光モードを設定し、撮影する 



〇モードセレクターを [ TTL ] に 
合わせる 



❷ SB -700 またはカメラのフアイ 
ンダー内のレディーライトの点 
灯を確認して、撮影する 



操作方法 
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設定と表示について 

表示ノ v ° ネルのアイコンは各種設定状態を表わし、発光モードや設定状態 
によって異なります。 

• [ SEL ] ボタンを押すと、設定や変更ができる項目が反転表示に変わります。 
• 反転表示された内容は、セレクターダイヤルで設定や変更ができます。 
• 各種設定は、基本的に次の方法で変更できます。 


[ SEL ] ボタンを押すと設定や 
変更ができる項目です。設定 
や変更ができる項目が2つ以 
上あるときは rSELJ が表示 
されます。 


〇 [ SEU ポタンを押して、変更したい項目を反転表示させる 
❷セレクターダイヤルを回して、設定を選択する 
❸ [0 K ] ポタンを押して、設定を確定する 

• 確定した項目が通常の表示に戻ります。 

• [〇 K ] ボタンを押さなし)場合は、約8秒が経過すると設定が確定します。 
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操作方法 















カスタムメニューについて 


表示ノ v ° ネルで確認しながら、各種の設定ができます。 

• 表示されるアイコンは、組み合わせるカメラや SB - 700の設定によって 
異なります。 

• 網目の枠の項目は、設定しても設定内容が反映されない状態であるこ 
とを示しています。 


■ カスタムメニュの一設定方法 



©[MENU] ボタンを押して、 
カスタムメニュー画面にする 

❷セレクタ ー ダイヤルを回し 
て設定したい項目を選び、 
[OK] ボタンを押す 

• 反転表示の項目が設定できます。 
設定中は反転表示されます。 


カスタムメニュー項目 



反転表示の設定項目 
の位置（全11項目中 
の位置)。設定操作 
中は表示されません。 
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設定が反映されない項目は網目の枠になります。 


























❸セレクターダイヤルで設定内 
容を選び、 [0K] ポタンを押す 

• 選択中は反転表示されます。 

• [〇 K ] ボタンを押すと、項目選 
択画面に戻ります。 


選択できる設定内容 



►は現在の設定内容 


©[ MENU ] ポタンを押して、カスタムメニューを終了 
する 

•通常の表示に戻ります。 



操作方法 
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カスタムメニューについて 
■カスタムメニュー項目の詳細 

• 太字は初期設定です。 



カラー フイ ルターの 設定 （ mE -17) 

着色用フイ)レターのカラーを設定します。 

^ FILTER | 


RED : 赤 


BLUE :青 

BI_UE 

YELLOW :黄 

YELLOW 

AMBER 

AMBER :肌色 

OTHER 

OTHER : その他（上の4色以外のカラーフイルターを使用 


する場合） 


4 REMOTE | 

リモートフラッシュ （補助灯） の 設定 （ mD -1、 D -17) 

SU -4 

Advanced : アドバンストワイヤレスライテイング 

SU -4： SU -4 タイプのワイヤレス増灯 



サウンド モニター の設定 （ CQD -24) 

1 ょ 1 

ワイヤレス増灯撮影でのリモートモード時のサウンドモニタ 


一を設定します。 


ON ： 鳴る 

OFF 

OFF ： 鳴らない 


操作方法 
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表示パネルのコントラストの設定 （ mH -10) 

設定できるコントフストは9段階で、グフフで表爪します 0 

| LCD ❽ 丨 


+ 

9段階の5段目 


| stbyQ | 

スタンパイ機能の設定 ( mE -26) 

自動的に待機（スタンパイ）状態になるまでの時間を設定 
します。 

■】:励崖 

40 

AUTO ： カメラの半押しタイマーと連動 

40： 40秒 

—- :スタンバイ機能解除 



FX/DX フオーマットの設定 ( mA -6) 

| FX/DX | 

照射角のマニユア)レ設定時の FX / DX フオーマットを設定 


します。 


FX 和 ►DX : カメラに合わせて自動切り換え 

FX 

FX : FX フォーマット （36 X 24) 

DX 

DX : DX フオーマット （24 X 16) 


| 國 | 

マニュアル発光量のステップ幅の設定 （ mC -9) 
マニュアル発光モード時の発光量 M 1/1と1/2の間のステッ 
プ幅を設定します。 

1/3 EV 

f^nsM 

l /3 EV :1/3 段刻みで変化 

1 EV :1 段変化 


操作方法 
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m/ft | 

距離表示単位の設定 

om 

m : メー トル 

ft : フイート 


ofSi 1 

AF 補助光の設定 ( mE -24) 

nm 

OFF 

ON:AF 補助光を照射 

OFF ： AF 補助光の照射禁止 


| VER. | 

ファームウエアパージョン表示 ( mH -11) 

6.XXX 



RESET | 

カスタムメニューリセットの設定 

カスタムメニュー項目の初期設定へのリセットを実行します。 
(「距離表示単位の設定」、「カラーフィルターの設定」、 
「ファームウエアパージョン表示」を除く） 

YES 

YES ： 初期設定にリセット 

NO：U セットしない 


操作方法 
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発光モード 


卜 TTL 調光モード 


モニター 発光を行って被写体からの反射光をカメラで測光して、カメラ 
がスピードライトの発光量を制御する調光方式です。 

• i - TTL 調光モードでの撮影手順は、「撮影の基本ステップ」をご覧ください。 
( CQB -5) 


i - TTL 調光モードは、装着したカメラの設定によって BL (バランス） 
調光またはスタンダード調光になります。 SB - 700で選択することはで 
ぎません。 



i - TTL-BL 調光 


被写体と背景光のバランスを考慮して発光量を制御する、バランス調光 f 
を行います。 nos □が表示されます。 卜 


スタンダード i - TTL 調光 


背景光を考慮せず、主要被写体が基準露光量になるように発光量を制御 
します。主要な被写体を強調した撮影に最適です。 n □が表示されます。 
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i - TTL 調光モード 

M カメラの測光モードと i - TTL 調光モードについて 

• i - TTL - BL 調光時にカメラの測光モードをスポット測光に切り換えると、 
自動的にスタンダード i - TTL 調光に切り替ります。 

• スポット測光からマルチパターン測光、中央部重点測光に戻すと、 
RTL - BL 調光に戻ります。 


発光モ—ド 


C-2 



© モードセレクターを 
[ TTL ] に合わせる 


i - TTL 調光モード時の表示例 

泠：モニター発光を行います。 
HD : i - TTL 調光を行います。 
m :バランス調光を行います。 


治 ITTLIIBLI 

’0.6-5.4 m 

鹽 m 35 mm 



J i-TTL 調光モードの設定方法 


発光モ—ド 


168 4 21 
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i - TTL 調光モード時の調光範囲 

調光範囲は数字とインジケー 
ターで表示されます。 

• スピードライトから被写体 
までの距離は、調光範囲内 
に設定してください。 

• 調光範囲は FX / DX フォー 
マット、配光タイプ 、 ISO 
感度、照射角、絞り値に 
よって異なります。詳細 
は「仕様」をご覧ください。 
_-17) 

0 ISO 感度、絞り値、焦点距離の自動設定 

CLS 対応カメラ、 CPU レンズとの組み合わせ時は、 ISO 感度、絞り値、 
焦点距離などのカメラやレンズの情報は SB - 700に自動的に設定されます。 
• IS 〇感度連動範囲の詳細は、カメラの使用説明書をご覧ください。 



近距離側の調光限界 


i-TTL 調光モード 


発光モ—ド 
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[5 光量不足警告が出たら 



• 発光直後にカメラのファインダー 
内および SB - 700のレディーライ 
卜が約3秒間点滅した場合は、撮 
影に必要な光量が不足している可 
能性があります。 

• スピードライトから被写体までの 
距離を短くする、絞り値を開放側 
にする、 ISO 感度を上げるなどし# 
て、撮影し直してください。 光 

• TTL 調光アンダー表示と、光量不「 
足量の目安となるアンダー量が 、 K 
約3秒間表示されます。（表示 
範囲： 一0.3 EV 〜 一3.0 EV ) 
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マニュアル発光モード 

任意の絞り値と発光量の組み合わせで、スピードライトから被写体まで 
の距離や露出を撮影者が設定でぎます。 

•発光量は M 1/1(フル発光）から M 1/128の微少発光まで、撮影意図 
に合わせて設定できます。 

• マニュアル発光モードでは、撮影後の光量不足警告は行われません。 

_マニュアル発光モードの設定方法 

〇モードセレクターを [ M ] に 
合わせる 



マニュアル発光モード時の表示例 


マニュアル発光量- 



H - 

- VI 

16 ■ 



1 

5A m 




Sm 35 mm - 

1 f — 

1 |V| 



調光距離（数値) 
調光距離（►〇 
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❶ [ SEL ] ボタンを押して、 
発光量表示を反転させる 

❷セレクタ ー ダイヤルを回し 
て発光量を設定し、 [0 K ] 
ポタンを押す 

•発光量は [ SEL ] ポタンを押し 
ても変更できます。 

•スピードライトから被写体ま 
での距離は、表示された調光 
距離に合わせてください。 

❸レディーライトの点灯を確 
認して、撮影する 


マニユ アル発光 モー ドの撮影手順 


発光モ—ド 
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発光量大 


+0.7 

+0.3 

+0.7 

+0.3 

+0.7 

+0.3 

1 

+0.7 

+0.3 

1 

+0.7 

+0.3 

1 

+0.7 

+0.3 


1/1 

t 

1/2 

t 

1/4 

t 

1/8 

t 

1/16 

1/32 

1/64 


発光量小 


1/128 


マニュアル発光モード 

■ マニュアル発光モード時の発光量の設定方法 

発光量表示が反転しているときにセレクターダイヤルを回すと発光量が 
変化します。 

セレクターダイヤル セレクターダイヤル 

を左に回す を右に回す 



発光モ—ド 
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左図のように、セレクターダイヤルを左に回すと分母が大きく（発光 
量が小さく）なり、右に回すと分母が小さく（発光量が大きく）なり 
よ9 〇 

発光麗才1/3段ずつ変化します （1/1 と1/2の間を除く)。従って、1/32 
—0.3 と V 64 + 0.7 は同じ発光量を意味します。 

M VI と1/2の間のステップ幅は、初期設定では1段ですが、カスタム 
メニューで1/3段に設定できます ( mB -16) 。ご使用のカメラによっては、 
シャッタースピードを速くすると M 1/2以上の光量が M V 2 と同程度まで 
小さくなることがあります。 


距離優先マニュアル発光モード 

スピードライトから被写体までの距離を設定すれば、カメラの設定に合 
わせて適正な発光量をスピードライトが自動的に設定するマニュアル発 
光です。 

〇距離優先マニュアル発光モードの設定方法 


〇モー ドセレクタ ーを [ GN ] 
に合わせる 


距離優先マニュアル発光モード時の表示例 

(スピードライトから被写体までの距離が 4 m の場合) 


設定した距離（►〇と調光範囲(インジケーター) 
設定した距離が調光範囲内にあれば、適切な 
露光量が得られます。 

距離(数値） 




発光モ—ド 
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画距離優先マニュアル発光モードの撮影手順 



OtSEL ] ポタンを押して、距離 
表示を反転させる 

❷セレクタ ー ダイヤルを回して距 
離を設定し、 [0 K ] ポタンを押す 

•距離は [ SEL ] ポタンを押して fe 変 
更できます。 

• 設定可能な距離は 0.3 m 〜 20 m で、 
ISO 感度によって異なります。 

• 設定した距離が調光範囲内にあれば、 
適切な露光量が得られます。 


❸レディーライトの点灯を確認して、 


撮影する 



発 

光 

モ 


ド， 


C 5 バウンス警告が出たら 


• 距離優先マニュアル発光モードは、フラッシュへッドが上方向または 
左右方向に設定されていると設定できません。 

• 下の警告表示が出ます。 

• フラッシュへッドを正面または下方向に設定するか、 i - TTL 調光モー 
ドに設定してください。 
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発光直後にカメラのファインター内および 
SB - 700のレディーライトが約3秒間点 
減した場合は、撮影に必要な光量が不足 
している可能性があります。 

絞り値を開放側にする、 IS 〇感度を上げ 
るなどして、撮影し直してください。 


距離優先マニュアル発光モード 

距離優先マニュアル発光モード時の設定可能な距離 

• 設定可能な距離は 0.3 m 〜 20 m です。 

• スピードライトから被写体までの距離が距離表示と異なる場合は、近 
距離側の数値に設定してください。例えば、スピードライトから被写 
体までの距離が 2.7 m の場合は、 2.5 m に設定します。 

[5 光量不足警告が出たら 


発光モ—ド 
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ワイヤレス増灯撮影 


SB -700 のワイヤレス増灯の仕組み 

SB - 700では、「アドバンスト」と 「 SU -4 タイプ」の2つのワイヤレス増 
灯撮影ができます。 

• 初期設定はアドバンストワイヤレスライティング撮影に設定されてい 
ます。一般的な増灯撮影にはアドバンストワイヤレスライティング 
撮影をおすすめします。 




SB -700 のワイヤレス増灯の仕組み 


アドバンストワイヤレスライティング撮影 



• SB - 700は、リモートフラッシュ（補助灯）のグループは最大2つ （ A 、 
B ) を設定できます。 

• リモートフラッシュの1グループは1台または複数のスピードライト 
で設定できます。 

• マスターフラッシュとリモートフラッシュの発光モードは、マスター 
フラッシュで設定したモードになります。 

D-2 








SU -4 タイプのワイヤレス増灯 



マスターフラッシュ（主灯）は、カメラに装着したスピードライト 
またはカメラの内蔵フラッシュが使用できます。 

SB - 700はリモートフラッシュ（補助灯）としてのみ使用できます。 
マスターフラッシュは必ずモニター発光を解除するか、モニター発光 
しない発光モードに設定してください。 

リモートフラッシュの発光モードは、リモートフラッシュ側で設定 
します。リモートフラッシュ同士は同じ発光モードに設定してくだ 
さい。 


ワイヤレス増灯撮影 
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マスターモード時 

i 勵 d 

リモートモード時 
REMOTE 

アドバンス 
トワイヤレ 
スライテイ 
ング撮影 

発光モード設定 

• i - TTL 調光モード 

TTL 

• マニュアル発光 

M 

• クイックワイヤ 
レスコント□— 

ルモード 

A:B 

マスターフラッシュで 
設定した発光モード 

1)ピ_ティング 
フラッシュ撮影 #1 

設定不可 

使用可能 

グループ 

2 グループ （ A 、 B) 

最大3グループ 
( A 、 B 、 〇 

チヤンネル* 2 

4チヤンネル 
(1 〜 4) 

4チヤンネル （1 〜 4) 

SU -4 タイプのワイヤレス 
増灯撮影 

設定不可 

使用可能 

( AUTO 、 M 、 OFF ) 


*1 リビーティングフラッシュ撮影の詳細は、マスターフラッシュとして 
使用するスピードライト SB - 900、 SB -800、 コマンダー SU - 800の 
使用説明書をご覧ください。 

*2 4つのチヤンネルから1つを使用します。複数の人がアドバンスト 
ワイヤレスライティング撮影を行っているときは、誤発光を防止 
するため、他の人とは異なるチヤンネルに設定してください。 


SB -700 のワイヤレス増灯撮影機能 


ワイヤレス増灯撮影 
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[5 マスターフラッシュの「発光なし」について 

マスターフラッシュの発光モードを「発光なし」に設定して、リモ_卜 
フラッシュのみで撮影する場合でも、マスターフラッシュは少光量発光 
します。この少光量発光による露出への影響はほとんどありませんが、 
is 〇感度を高感度にして近距離撮影すると被写体露出に影響を与える場 
合があります。この場合は、影響がなくなるまでマスターフラッシュの 
フラッシュへッドを上方向にバウンス調節してください。 


ワイヤレス増灯撮影 
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マスターフラッシュとしての設定 

〇ワイヤレス増灯モードスイッ 
チの指標を [ MASTER ] に 
合わせる 

• ワイヤレス増灯モードスイッチ 
はロック解除ボタンを押しなが 
ら回してください。 



マスターモード設定時の表示例 （ i - TTL 調光モード時） 


マスタ_モ_ド 


-マスターフラッシュの発光モード 


^>ITTLI H 1- 

@ 0.0 EV —— 

0 0.0 EV — 

(bj ——— 

zMim 35 mm 


HF| 


SE し 


-チヤンネル 


マスターフラッシュの調光補正値 


リモートフラッシュの調光補正値 
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マスターフラッシュの照射角 
































マスターモード設定時の表示例(マニュアル発光モード時) 


マスターモード 


-マスターフラッシュの発光モード 


チヤンネル 


マスターフラッシュの発光量 
リモートフラッシュの発光量 

マスターフラッシュの照射角 


ワイヤレス増灯撮影 


■F1PEL 

I fl t f s 
:-lii — 

i 

5 , 

_ 3 

UV1V1:' 
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リモートフラッシュとしての設定 



〇ワイヤレス増灯モードスイッ 
チの指標を [ REMOTE ] に合 
わせる 

• ワイヤレス増灯モードスイッチ 
はロック解除ボタンを押しなが 
ら回してください。 



フ 

イ 

ヤ 

レ 

§ 

増 


リモートモード設定時の表示例 

(アドバンストワイヤレスライティング時) 


リモートモード 



“IREM0TEI 

m 


グループ 

-IGRI A B C 



チヤンネノレ- 

ICHl 1 234 


——サウンドモニター 


35 mm 「 

BEL 



リモートフラッシュの照射角 
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7 ドバンストワイヤレスライテイング撮影の手順 

■撮影の手順 

1. マスターフラッシュで発光モード、調光補正値、チャ 
ンネルを設定する 

[ i-TTL 調光モード、チヤンネル 1 の設定例] 



〇マスターフラッシュのモード 
セレクターを [ TTL ] に合わ 
せる 

• マニュアル 発光 モー ドに設定す 
る場合は [ M ] に合わせます。 

❷ [ SEL ] ポタンを押してマスタヮ 
ーフラッシュを選び、セレク$ 
ターダイヤルで調光補正値を¥ 
設定し、 [0 K ] ポタンを押す胃 

•マニュアル発光モード時は、 撮 
発光量を設定します。 於 



❸手順❷に準じて、リモート 
フラッシュ（グループ A 、 B ) 
の調光補正値を設定する 

•マニュアル発光モード時は、 
発光量を設定します。 
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i - TTL 調光モード時は、調光補正値を反転表示させてセレクターダイ 
ヤルを左に回すと、 一3.0 EV の次が [---] (発光なし）になります。 
マニュアル発光モード時は、発光量を反転表示させてセレクターダイ 
ヤルを回すと、1/128と1/1の間が[---](発光なし）になります。 


アドバンストワイヤレスライティング撮影の手順 



LE 

m 「発光 


OtSEL ] ポタンを押してチヤンネ 
ルを反転表示させ、セレクター 
ダイヤルで [ CH 1] を選択し、 
[0 K 3 ポタンを押す 


「発光なし」に設定するには 


ワイヤレス増灯撮影 
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2, リモ—トフラッシュのグループ、チヤンネル、 
照射角を設定する 

[グループ A 、 チヤンネル1の設定例] 

〇リモートフラッシュの [ SEL ] 
ポタンを押してグループを反 
転表示させ、セレクターダイ 
ヤルで [ A ] を選択し、 [ OK ] 
ポタンを押す _ 

•設定中のグループ、チヤンネル [ 
が大きく表示されます。 H 

❷ [ SEL ] ポタンを押してチヤ$ 
ンネルを反転表示させ、セレ= 
クターダイヤルで [1] を選択る 
し、 [ OK ] ポタンを押す。 Q 

•必ず、 マスターフラッシュと 同_ 
じチヤンネルに設定してください。 




















アドバンストワイヤレスライティング撮影の手順 



©[ ZOOM ] ポタンを押して照 
射角を反転表示させ、セレク 
ターダイヤルで照射角を選択 
し、 [ OK ] ポタンを押す 

〇レディーライトの点灯を確認 
して、撮影する 














クイックワイヤレスコントロールモード撮影の手順 


クイックワイヤレスコント□—ルモードでは、 A 、 B の2つのリモート 
フラッシュグループの光量比を簡単に設定できます 
• クイックワイヤレスコント□—ルモード時は、マスターフラッシュは 
発光しません。 

_クイックワイヤレスコントロールモードの設定方法 



〇ワイヤレス増灯モードスイッチ 
の指標を [ MASTER ] に合わせ、 
モードセレクターを [ A : B ] に 
合わせる 

• ワイヤレス増灯モードスイッチは 
□ック解除ボタンを押しながら回 
してください。 


クイックワイヤレスコント□—ルモード時の表示例 

クイックワイヤレスコント□—ルモード 


マスターモード—— 
マスターフラッシュ- 
(発光なし） 

A 、 B グループ 両方- 
の調光補正値 


>關 




講 


Mlv) ^ 


35 


1 


SEL 


チヤンネル 



フ 

イ 

ヤ 

レ 


A、B グループの 光量比 
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0[ SEL ] ポタンを押して、 A、B 
グループの光量比表示を反転さ 
せる 

❷セレクターダイヤルで光量比 
[1 : 2] を設定し、 [0 K ] ボタ 
ンを押す 

• 光量比は8：1~1：81こ設定できます。 
• A または B の発光を禁止することも 
でぎます。 

• 必要に応じて調光補正値を設定して 
ください。 

©[ SEL ] ポタンを押してチヤン 
ネルを反転表示させ、セレク 
ターダイヤルで [ CH 1] を選択 
し、 [0 K ] ポタンを押す 


クイックワイヤレスコント□—ルモード撮影の手順 
■撮影の手順 

1. マスターフラッシュで光量比、調光補正値、チヤンネ 
ルを設定する 

[光量比1:2、チヤンネル1の設定例] 






























2. リモートフラッシュのグループ、チヤンネル、 
照射角を設定する 

[グループ A 、 チヤンネル1の設定例] 



〇リモートフラッシュの [ SEL ] 
ポタンを押してグループを反転 
表示させ、セレクターダイヤル 
で [ A ] を選択し、 [0 K ] ボタン 
を押す 

• A または B グループに設定してくだ 
さい。 

•設定中のグループ、チヤンネルが$ 

大きく表示されます。 ヤ 

レ 

❷ [ SEL ] ポタンを押してチャンネ奋 
ルを反転表示させ、セレクター g 
ダイヤルで [1] を選択し、 [ OK ] I 
ポタンを押す。 

•必ず、マスターフラッシュと同じ 
チヤンネルに設定してください。 
















クイックワイヤレスコント□—ルモード撮影の手順 



❸ [ ZOOM ] ポタンを押して照射 
角を反転表示させ、セレクター 
ダイヤルで照射角を®尺し、 [ OK ] 
ポタンを押す 

©レディーライトの点灯を確認し 
て、撮影する 





















SU -4 タイプのワイヤレス増灯の設定 

動きが速い被写体の増灯撮影には、 SU -4 タイプのワイヤレス増灯撮影が 
適しています。 

• SB - 700はリモートフラッシュとしてのみ使用できます。 

a su -4 タイプのワイヤレス増灯の設定方法 


〇カスタムメニューで rsu -4 タイプのワイヤレス増灯」を 
設定します。 

• 設定方法は「カスタムメニューについて」をご覧ください。 ( mB -15) 

©ワイヤレス増灯モードスイッチの指標を [ REMOTE ! に合わ 
せます。 

• ワイヤレス増灯モードスイッチは□ック解除ポタンを押しながら回し 
てください。 


表示例 


発光 モー ド- 


リ モー トモード 


r \ N 

|S| IfiUTOI 

涵 M OC 

z ロロ m 丄 

V 

> mm 

J m 

イ n ょ 

-•III 

_ J 


SU -4 タイプ 


-サウンド モニター 


受光禁止 


ワイヤレス増灯撮影 


リモートフラッシュの照射角 
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■リモートフラッシュの発光モート_ 

発光モードは 、 AUTO (才一卜 ）、 M (マニュアル )、 OFF (受光禁止) 
の3つがあります。 

発光モードは、モードセレクターで 
選択します。 

• [ TTL ] に合わせると AUTO (才一 
卜)、 [ M ] に合わせると M (マニュ 
アル)、 [ GN ] に合わせると〇 FF (受 
光禁止）になります。 


IflUTOl (才一トモード）： 

• マスターフラッシュの発光開始と発光停止に連動して、リモ_卜 
フラッシュも発光開始と発光停止を行います。 

•マスターフラッシュとリモートフラッシュの発光量を合わせた調 
光ができます。 

• マスターフラッシュの発光開始と発光停止を感知できる距離は、 
マスターフラッシュの対向正面で約 7 m 以内です。 



SU -4 タイプのワイヤレス増灯の設定 


ワイヤレス増灯撮影 
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m (マニュアルモード）： 

• マスター フラッシュの 発光開始に連動して、リモート フラッシュ 
が発光を開始します。発光停止には連動しません。 

• マスターフラッシュとリモートフラッシュの発光量を独立して 
設定できます。 

• マスターフラッシュの発光開始を感知できる距離は、マスター 
フラッシュ対向正面で約 40 m 以内です。 

• 発光量は M 1 A 1 〜 M 1/128に設定できます。 

IWF ] (受光禁止）： 

• マスターフラッシュが発光しても、リモートフラッシュは発光し 
ません。 

C リモートフラッシュの誤発光を防止するには 

リモートフラッシュは、静電気や周囲の電磁波ノイズによって発光する 
場合があるので、使用しないときは、必ず電源スイッチで電源を〇 FF に 
してください。 


ワイヤレス増灯撮影 
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SU -4 タイプのワイヤレス増灯の設定 
■リモートフラッシュの設定手順 
[ AUTO モードの設定例] 




〇モードセレクターを [ TTL ] に合 
わせる 

©[ ZOOM ] ポタンを押して照射 
角を反転表示させ、セレクタ 
ーダイヤルで照射角を選択し、 
[0 K ] ポタンを押す 

m ivi モード時は発光量を設定する 

M モード時は [ SEL ] ポタンを押して発 
光量を設定してください。 


ワイヤレス増灯撮影 
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リモートフラッシュについて 

リモートフラッシュの設定について 


SB -700、 SB - 900、 SB -800、 SB -600、 SB - R 200 はリモートモードに設 
定するとスタンノ（イ機能が解除されます。電池の消耗に注意してくだ 
さい。 

リモートフラッシュの照射角は、狙いがはずれても被写体に光が充分 
に当たるように、撮影画角より広めに設定します。特に、被写体に 
近い場合は、より広くする必要があります。 


リモートフラッシュの配置について 


リモートフラッシュは、マスターフラッシュの光がワイヤレスリモー 
トセンサー窓に入る位置（通常はカメラより被写体に近い位置）に 
置きます。特に、手持ちで撮影する場合、マスターフラッシュの光が 
確実にワイヤレスリモートセンサー窓に入るように、リモートフラツ 
シュはカメラより前に配置してください。 






レ 

ス 

増 
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リモートフラッシュについて 

• マスターフラッシュとリモートフラッシュの距離は、マスターフラッ 
シュの対向正面で約 10 m まで、両サイドで約 7 m までが目安です（ア 
ドバンストワイヤレスライティング撮影時)。ただし、周囲の照明環 
境により、この距離は多少変化します。 

• 同時に使用できるリモートフラッシュの台数に制限はありません。 
しかし、撮影環境によっては他のスピードライトの発光の影響を受け 
ることがあるため、3台程度が実用的です。アドパンストワイヤレス 
ライティング撮影の場合は、1グループ最大3台程度を目安にしてく 
ださい。 

•同じグループのリモートフラッシュは一力所にまとめ、同じ方向に 
向けてください。 



ワイヤレス増灯撮影 
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配置が終わったら、必ずマスターフラッシュのテスト発光ボタンを押 
して、リモートフラッシュが発光することを確認してください。 

必ずリモートフラッシュのレディーライトの点灯を確認してから撮影 
してください。 


マスターフラ ッシュ とリモートフラ ッシュ の間に障害物があると、正 
常な交信ができません。 

リモートフラッシュの光が、カメラの撮影レンズに入らないようにし 
て < ださい。 

付属のスピードライトスタンド AS -22 を使用すると、リモートフラッ 
シュを安定して設置できます。スピードライトの取り付け、取り外し 
は、アクセサリーシューと同様に行ってください。 
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ワイヤレス増灯撮影時の状況確認について 

ワイヤレス増灯撮影時、撮影前後の SB -700 の状況は、レディーライト 
とモニター音で確認することができます。 

• リモートフラッシュの状況を音で知るには、カスタムメニューでサウ 
ンドモニター〇 N に設定します （ mB -15)。 初期設定は、モニター音 
が鳴る設定です。 

レディーライトとモニター音による状況確認 


マスター 

フラッシュ 

リモートフラッシュ 

状態 

レデイーライト 

レディーライト 

サウンド 

モニター 

点灯 

後側が点灯、 
前側 （ U モ 
—トモード 
時）が点滅 

ピ ー(1 回） 

右 iHSi 丄 1 〆 
冗电兀 J 

消灯後、 

充電完了で 
点灯 

後側が点灯、 
前側 （ U モー 
トモード時） 

が点雛た 
は消灯 

ピッピッ 
(2 回） 

正常発光 

点滅 

(約3秒間） 

速い点滅 
(約3秒間） 

ピーピーピー 
(約3秒間） 

光量不足警告 #1 

光量不足の可能性があります。 
スピードライトから被写体までの 
距離を短くする、絞り値を開放側 
にする、 ISO 感度を上げるなどして、 
撮影し直してください。 


ワイヤレス増灯撮影 


D-24 










マスター 

フラッシュ 

リモートフラッシュ 

状態 

レディーライト 

レデイーライト 

サウンド 

モニター 

消灯後、 

充電完了で 
点灯 

速い点滅 
(約6秒間） 

ピーポー、 
ピーポ ー 
(約6秒間） 

• マスターフラッシュで設定した 
発光モードが外部調光モードで 
す。外部調光以外のモードに 
設定し直してください。 

• リモートフラッシュが正常に信 
号を受信できませんでした。ス 
ピードライト自身の反射光や、 
他のリモートフラッシュの光が 
強く入ってマスターフラッシュ 
の発光停止を検出できなかっ 
た可能性があります。リモート 
フラッシュの位置を変えて、撮 
影し直してください 0 


*1 次の警告画面が表示されます。 



マスターフラッシュ リモートフラッシュ 


ワイヤレス増灯撮影 


D-25 






















主な機能 



SB -700 の各種撮影機能や撮影をサボートする機能、カメラで設定する撮 
影機能を説明しています。 

• カメラ側の機能や設定については、カメラの使用説明書をご覧ください。 


配光タイプ切り換え機能 ( mE -2) 

バウンス撮影 （ mE -4) 

近距離撮影 （ mE -11) 

カラーフイルターを 
使用した撮影 
( mE -14) 

色補正用カラーフィルター（付属品） 

着色用カラーフィルター(別売） 

撮影をサボートする機能 
( mE -20) 

調光補正 

才一トパワーズーム 

AF 補助光 
テスト発光 
モデ 1 」ング発光 
スタンパイ 
過熱防止 

カメラ側の設定による 
撮影機能 （ mE -28) 

才一卜 FP ノ V イスピードシンク□撮影 

FV ロック撮影 

ス□—シンクロ（ス□—シャッター）撮影 
赤目軽減発光撮影/赤目軽減スローシンクロ 
(スローシャッター)撮影 
後幕シンク□撮影 


主な機能 
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配光タイプ切り換え機能 

スピードライトの配光は、画面中央がいちばん明るく、周辺になるほど 
暗くなるのが一般的です。 SB - 700では、画面中央と周辺の光量差を制 
御する配光タイプを3種類備えており、撮影シーンに応じて選択できます。 



—般的なスピードライト 
撮影に適した、基本的な 
配光タイプです。 


• スタンダード配光に比べ 
て、画面周辺部の光量は S 
落ちますが、中心部では1 
より大きなガイドナンパ 015 
一が得られます。 

•ポートレートなど、四隅 
の光量落ちを気にしない 
撮影に適しています。 
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配光タイプセレクターで設定します。 

• 設定中の配光タイプはアイコンで表示されます。 



スタンダ—ド配光 


中央部 

■ 


中央部重点配光 


均質配光 


配光タイプ切り換え機能 


周辺部の光量落ちが、ス 
タンダー ド配光よりさら 
に少ないタイプです。 
集合写真など、画面の周 
辺部まで明るくしたい撮 
影に適しています。 


圓配光タイプの設定方法 



主な機能 
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I バウンス撮影 

フラッシュへッドを回転させて、天井などに反射させた光を利用する撮 
影をバウンス撮影といいます。被写体に正面からスピードライトの光を 
当てる場合に比べて、次のような効果があります。 

• 近い被写体だけが白とびするのを軽減できます。 

• 背景に出る影を弱められます。 

• 人物の肌や髪や服のてかりを抑えられます。 

バウンスアダプターを装着すると、スピードライトの光が広く拡散して、 
さらにソフトに照明できます。 

•バウンス撮影の比較作例の詳細は、別冊「作例集」をご覧ください。 


主な機能 
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バウンス撮影 

圓フラッシュへッドの設定方法 

フラッシュへッド□ック解除ポ 
タンを押しながら、フラッシュ 
ヘッドを回転させる 

•上方向90°〜下方向7°、左右に 
180°ずつ回転できます。 

• 図に示す数値の角度でクリックス 
トップします。 



な 


■バウンス角度、反射面の選び方 

•フラッシュヘッドを上方向に設定して、天井（反射面）にバウンスさ 
せるのが最も簡単な撮影方法です。 

• カメラを縦位置に構えた場合は、フラッシュへッドを左右に回転させ 
ると、同様の効果が得られます。 
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カメラ後方の天井や壁にバウンスさせると、上方バウンスに比べて、 
さらにやわらかく照明でぎます。 

反射面は、白色系で反射率の高いちのを選んでください。反射面に 
色があると、被写体にその色が影響します。 

スピードライトの光が直接被写体に当たらなし)ように注意してください。 
フラッシュへッドと反射面との距離は、撮影状況にもよりますが、 
1〜 2 m 前後が理想的です。 

反射面が遠過ぎる場合は、白い紙 （ A 4 判程度）を反射面に利用する 
と効果的です。このとき、反射光が被写体に当たっていることを確認 
してください。 



E-6 



















バウンス撮影 

■バウンスアダプターの使い方 

• スピードライトの光がバウンスアダプターによって広い範囲に拡散され、 
さらに光をやわらげ影を抑えることができます。 

• カメラを縦位置に構えた場合でも、同様の効果が得られます。 

•ワイドパネルを併用すると、さらに光を拡散する効果が得られます。 
( mE -12) 




バウンスアダプターは図のよう 
に、 Nikon ロゴを上にして取り 
付けてください。 


E-7 










照射角表示 



バウンスアダプター装着時の照射角は、配光タイプに応じて 、 FX 
フォーマットでは 12 mm 、14 mm 、17 mm、DX フォーマットでは 
8 mm 、10 mm 、11 mm に切り換えられます。 （ mE -2、 H -19) 


主な機能 
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m バウンス撮影時の絞り値の設定方法_ 

•通常（フラッシュヘッドが正面位置）の撮影に比べて、バウンス撮影 
は光量が減少するため、2〜3段開放側（小さい数値）の絞り値に設 
定して、撮影結果を見て調整してください。 

• フラッシュへッドを正面以外の位置に設定すると、調光範囲の表示が 
消灯します。正面位置で調光範囲と絞り値を確認してから、絞り値を 
設定してください。 


バウンス撮影 

■バウンス撮影の手順 





iilTTLHBLI - 

16 ■ 

• M 


8 AF_ : 

•GN 

(AiB 

^.6-5.4 m I 

— 

L 

CH r>rz 
zaatn in in 
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〇モードセレクターを 
[ TTL ] に合わせる 

© カメラの絞り彳直、シャッター 
スピードなどを設定する 

• 「バウンス撮影時の絞り値の 
設定方法」を参照してください。 

©フラッシュへッドを設定し、 
撮影する 


主な機能 
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m キャッチライト反射板の使い方 


バウンス撮影時、キャッチライト反射板を使うと、人物の目に光を与えて、 
目を生き生きと表現できます。 

フラッシュへッドは上方90°に向けてください。 


反射板の設定方法 



ワイドパネルと反射板を一緒に引き出 
して、ワイドパネルだけを押し戻してく 
ださい。 

•戻すときは、再度ワイドパネルを引き 
出して、反射板と一緒に押し戻してく 
ださい。 


主な機能 
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下方バウンスアイコン 


点線のアンダーライン 


I 近距離撮影 

スピードライトから被写体までの距離が約 2 m より近い場合は、フラッ 
シュへッドを下方向に設定すると、被写体の下側にもスピードライトの 
光を充分に回すことができます。 

• フラッシュへッドを下方向に設定すると、下方バウンスアイコンが表 
示され、距離表示に点線のアンダーラインが表示されます。 

• ワイドパネルを使用すると、スピードライトの光が拡散されるため、 
影を弱めたり、白とびを抑える効果があります。 

• 全長が長いレンズでは、スピードライトの光がレンズの先端部分でさ 
えぎられる場合があるので、ご注意ください。 

•近距離撮影時は、スピードライトの配光や使用するレンズ、焦点距離 
などにより、撮影画面の一部が光量不足になるケラレ現象が発生する 
場合があるので、試し撮りをおすすめします。 


主な機能 
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_ ワ^^バネルの設定 

〇ワイドパネルをゆつくり引き出して発光部側に倒す 
❷キャッチライト反射板を押し戻す 

•ワイドパネルを戻す場合は、ワイドパネルを起こして、まっすぐ奥ま 
で押し込んでください。 



ワイドパネル設定時の照射角は、配光タイプに応じて、 FX フ オー 
マツ トでは 12 mm 、14 mm 、17 mm、DX フオーマツ トでは 8 mm 、 
10 mm 、 11 mm に切り換えられます。 （ cnE -2、 H -19) 


iilTTLIlBLl - 

16 B 


8 AF_ 

, 0 . 6 - 2.4 m | 


GHm 丨 「1 cf 1 量 

znnm 1 L * 
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近距離撮影 

■ 下方バウンスによる近距離撮影の手順 


OSB -700 の発光モードを 
設定する 

❷ワイドパネルを設定する 

❸フラッシュヘッドを下方 
向に設定する 

_距離表示がアンダーライン 
付きになります。 

〇レディーライトの点灯 
を確認して、撮影する 


^ITTLIIBLI 1lF © 


'0.6-2.4 mj. 


園 M 

zoom 


：10：" 


4 

2 | 


HF| 


B 


「既 



主な機能 
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カラー フィ ルターを 使用した撮影 

SB - 700には、蛍光灯用と電球用の色補正カラーフィルターが付属して 
います。 

• カラーフィルターによる色補正の比較作例の詳細は、別冊「作例集」 
をご覧ください。 

• スピードライトの光の着色には、別売のカラーフィルターセツト 
SJ -4 をご使用ください。 ( mH -12) 

圓カラーフィルターの 種類と用途 


カラーフィルター 

用途 

蛍光灯用カラーフィルター 
( SZ -3 FL 。 付属品） 

蛍光灯の光源による影響を補正 

電球用カラーフィルター 
( SZ -3 TN 。 付属品） 

電球の光源による影響を補正 

着色用カラーフィルター ( SJ -4。 別売） 

スピードライトの光に着色 


主な機能 
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©表示を確認する 

•カラーフイルターの種類が 
表示されます。 

• SB - 700からカメラにカラーフ 
イルターの情報が送られます。 




蛍光灯用カラーフィルター 


電球 用カラーフイルター 


カラー フィ ルターを 使用した撮影 

圓色補正用カラーフィルター（付属品）の使い方 

〇カラーフィルターを、フラッ 
シ ュへッ ドにかぶせて差し 
込む 

•図のように、 Nikon ロゴを上 
にして取り付けてください。 



主な機能 
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〇着色 用カラー フイ ルター （別売）の使い方 


〇カラーフィルターを図のよ 

うに、カラーフィルターホ 
ルダー （ SZ -3) に 装着する 

• カラーフィルタ_の色名を下側 
にして装着します。 

• 色名がホルダーの正面から読め 
るように装着することをおすす 
めします。 

• カラーフィルターの端をホルダ 
一のツメに差し込んでください。 

• カラーフィルターはホルダーに 
密着させてください。浮き上が 
つたり、端がめくれたりしてい 
る場合は、装着し直してください。 



主な機能 
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❷ カラーフィルターホルダーを、 

フラッシュへッドにかぶせて 
差し込む 

•ホルダ_は図のように 、 Nikon 
□ ゴを上にして取り付けてくだ 
さい。 

• カラーフィルターホルダーを装 
着すると、「カラーフィルターの 
設定」画面に変わります。 

• カラーフィルターホルダー は、 
必ずカラーフィルターを付けて 
からフラッシュへッドに装着し 
てください。 



©カラーを設定する 

• カスタムメニューで、装着した 
フイルターのカラーを設定して 
ください ( mB -15 )o 


、 RED (赤） 

n yellow (黄色） 

» BUJE 清） 

» AMBER (肌色） 


カラーフイルターを使用した撮影 


主な機能 
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[5 着色用カラーフィルター （ SJ -4) 使用上のご注意 

•カラーフィルターは消耗品です。外観が著しく劣化したときは、予備のフ 
ィルターと交換してください。 

• 発光時の熱などによってカラーフィルターの外観が変形しても、性能には 
問題ありません。 

•カラーフィルターにキズ等があっても、変色していないかぎり、性能には 
問題ありません。 

•カラーフィルターが汚れた場合は、乾いた柔らかい布などで軽く拭き取っ 
て < ださい。 

圓カラーフィルターとカメラのホワイトバランス設定 

カメラのホワイトバランスを「オート」または「フラッシュ」に設定し、 

色補正用カラーフィルターを装着すると、カメラが自動的に最適なホワ 
イトバランスを設定します。 P 

•着色用カラーフィルター使用時は、カメラのホワイトバランスを「才 y 
-卜」、「フラッシュ」、「晴天」のいずれかに設定します。 

•フィルター識別機能を備えていないカメラ （ D 2 シリーズ、 D 1 シリー_ 
ズ、 D 200、 D 100、 D 80、 D 70 シリーズ、 D 60、 D 50、 D 40 シリーズ） 機 
では、装着したカラーフィルターに合わせて、次の表を参照して、力& 
メラのホワイトバランスを設定してください。 

• ホワイトバランスの詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 
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\ カメラ 

フイルター\ 

D 7000 

D 3*\ D 3 X . 

D 3 S 、 

D 700' 

D 300* 2 、 

D 300 S ' 

D 90、 D 5000、 

D 3100、 

D 3000 

D 2 シリーズ、 
D 1 X 、 D 1 H 、 
D 200、 D 100、 
D 80、 

D 70 シリーズ、 
D 60、 

D 40 シリーズ 

Dl 、 D 50 

SZ -3 FL 

才 一 K 

フフツシュ 

オート、 

フフッシュ 

谁奨しません 

推奨しません 

SZ -3 TN 

才 一 K 

フフッシュ 

オート' 

フラッシュ （ A 6) 

電球 

(微調整- 1) 

推奨しません 

着色用カラー 
フイルター 
( RED , BLUE , 
YELLOW 、 
AMBER ) 

才一卜、 

フフツソユ、 

晴天 

才一卜、 

フフツソユ、 

晴天 

才一卜、 

フフツソユ、 

晴天 

才一卜、 

フフツソユ、 

晴天 


*1 D 3 カメラのファームウエアが A : 2.00、 B : 2.00以降で対応。 


*2 D 300カメラのファームウエアが A :1.10 、 B :1.10以降で対応。 

• 撮影結果を見て、必要に応じて調光補正値などを調整してください。 


カラーフイルターを使用した撮影 

■ カメラ別のホワイトバランス設定 


主な機能 
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撮影をサボートする機能 

■調光補正 

スピードライトの発光量だけを意図的に変えて、背景の明るさを変えず 
に主要被写体の明るさのみを変えることを調光補正と言います。 

• 主要被写体を明るくしたい場合は+側に、暗くしたい場合は一側に補 
正します。 

• 発光モードが i - TTL 調光モードの場合に補正できます。 

0[ SEL ] ボタンを押して、 
調光補正値表示を反転 
させる 

❷セレクタ ー ダイヤルで 
調光補正値を設定する 

• + 3.0 〜 一 3.0 の範囲で、 
1/3段ステップで設定で 
ぎます。 

❸ [ OK ] ポタンを押す 


D 調光補正を解除するには_ 

•調光補正値を“0” に設定してください。 

•電源を OFF にしても、調光補正は解除されません。 



主な機能 
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撮影をサポートする機能 

0調光補正機能を備えたフラッシュ内蔵デジタルー眼レフ 
_カメラについて_ 

• 調光補正機能を備えたフラッシュ内蔵デジタルー眼レフカメラは、カメ 
ラ側でも発光量を補正できます。詳細はカメラの使用説明書をご覧く 
ださい。 

• スピードライトとカメラの両方で調光補正した場合は、両方の補正量を 
加算して発光します。ただし、スピードライトの表示パネルにはスピー 
ドライトで設定した補正値のみが表示されます。 


主な機能 
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■才一トパワーズーム 

SB -700 は、レンズの焦点距離に合わせて照射角が自動的に設定されます。 
• 自動設定できる照射角は設定によって異なります。詳細は「仕様」を 
ご覧ください ( mH -19 )o 


■ マニュアルによる照射角の設定 

レンズの焦点距離と異なる照射角に設定する場合は、マニュアルで設定 
します。 

• マニュアル設定時は照射角表示に | v 1 が表示されます。 

• [ ZOOM ] ボタンを押してからセレクターダイヤルを回して、照射角 
を設定します。 

• セレクターダイヤルを時計回りに回すと数値が増え、反時計回りに回 
すと数値が減ります。 

• [ ZOOM ] ボタンを押して照射角を設定することもできます。この場合は、 
[ ZOOM ] ボタンを押すごとに数値が増え、最望遠の次は最広角にな 
ります。 

•自動設定に戻る場合は、 [ ZOOM ] ボタンを押して f ZDm ) b アイコンが 
表示されたら [ SEL ] ボタンを押してください。 


iilTTniBLl - 



8 

1 '0.6-5.4 m I 


(^m 35 mm ] 



オートパワーズーム状態 


ZQum 

オートパワーズーム 

M 

zuum 

照射角のマニュアル設定 

U 1 ^mm 

バウンスアダプター装着時 
ワイドパネル使用時 

^ 16 mm 

最広角側の照射角 

120；, 

最望遠側の照射角 
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■ AF 補助光 

被写体が暗く、オートフォーカスでのピント合わせが難しい場合でも、 
AF 補助光により、オートフォーカスでピントを合わせることができます。 

• SB - 700の AF 補助光はマルチポイント AF に対応しています。 

• AF 補助光は CLS に対応していないカメラおよびニコンクールビクス 
では使用できません。 

■ AF 補助光の使用条件 

• AF 補助光は、オートフォーカスができるレンズを使い、フォーカス 
モードがシングル AF サーボ “ S ” （フォーカス優先モード)、 “ AF - A ” 
または “ AF ” に設定されている場合に使えます。 

• AF 補助光の有効距離は画面中央部分で約 1 m 〜 10 m (50 mm f /1.8 
レンズ使用時）です。使用レンズによっては、有効距離が短くなる場 
合があります。 

• 使用できるレンズ焦点距離は 24 mm 〜 135 mm です。才ートフォー 
カス可能なフォーカスポイントは、次の図の通りです。 

D 7000カメラ、焦点距離 24mm 〜 135mm の場合 

□ □□ 

□ ODD □□□ □□□□ 

□ □□□ □□□ 

□ □□□ □□□ □□□□ 

□ □□ 

• フォーカスロックしている場合や、レディーライトが点灯していない 
場合は、 AF 補助光が照射されません。 

• 詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 


撮影をサポートする機能 


主な機能 
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■ AF 補助光発光禁止の設定 

カスタムメニューで AF 補助光の照射/禁止を設定できます。 （ mB -17) 
: AF 補助光を照射します。（初期設定） 

% : AF 補助光の照射を禁止します。 AF が表示されません。 


D AF 補助光を使用してもピントが合わない場合は 


AF 補助光が照射されてもファインダー内のピント表示が点灯しないと 
きは、マニュアル フォー カスでピントを合わせてください。 

m SB -700 をカメラから離して使用する際には 


AF 補助光機能を備えた TTL 調光]-ド SC -29 を使用すると、 SB - 700を 
カメラから離して使用する際にも、 AF 補助光を使用したオートフォー 
カスでのピント合わせができます。 （ mH -13) 

M フラッシュ内蔵カメラの AF 補助光との関係 

• カメラ側に AF 補助光機能がある場合でも、 SB - 700の AF 補助光が優先 
され、自動的に AF 補助光が照射されます。カメラの AF 補助光は照射 
されません。 



主 

な 

機 

能 


SB - 700で AF 補助光の照射を禁止している場合は、カメラの AF 補助 
光が照射されます。 
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撮影をサポートする機能 


■テスト発光 

テスト発光ボタンを押すと発光して、 SB - 700が正常に発光するかどうか 
を確認できます。 

• テスト発光の光量は、発光モードや設定によって異なります。 

■モデリング発光 

モデリング発光を行うと一定の微ノ」\光量で連続発光して、てかりや影など、 
ライティング状態をチェックすることができます。 

• モデリング発光機能を持つカメラのプレビューボタンを押すと、モデ 
リング発光します。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

• 発光時間は、最長で約1秒間です。 

9 m アドバンストワイヤレスライティング撮影時 

• カメラのプレビューボタンを押すと、発光に設定されているマスター 
フラッシュおよびすベてのリモートフラッシュが設定されたモードと 
± 光量でモデリング発光します。 

| _ SU -4 方式のワイヤレス増灯撮影時 

•カメラのプレビューボタンを押すと、マスターフラッシュのみがモデ 
リング発光します。 

• マスター フラッシュの モデリング発光によってリモート フラッシュが 
連続的に発光しますが、これはモデリング発光ではありません。 
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■スタンバイ 


[ REMOTE ] または 


スタンノ V イ状態から電源 ON にするには 

• カメラのシャッターボタンを半押しします。 

• SB - 700の電源スイッチを再度〇 FF から [ ON ]、 
[ MASTER ] に合わせます。 

• テスト発光ボタンを押します。 


S B -700 とカメラを操作しない状態が 
-定時間続くと、自動的に待機（スタ 
ンバイ）状態になり、電池の消耗を抑 
えます。 

• SB - 700のスタンバイ機能はカメラ 
の半押しタイマーに連動していま 
す（初期設定)。 

• スタンノ〈イ状態になるまでの時間は、カスタムメニューで変更できます。 
( mB -16) 



主な機能 
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撮影をサポートする機能 


温度が高い 

• 発光部を自然冷却してください。 

• 警告画面が消えると、通常の操作ができます。 

• 照射角が変化することによって、まれに「高温検出警告画面」が出た 
り消えたりすることがありますが、故障ではありません。 


■過熱防止 _ 

SB - 700は過熱による発光パネルおよび本体の破損を防止する機能を備え 
ています。ただし、この機能は発光によって発光部の温度が上昇するの 
を防止するものではありません。連続発光を繰り返す場合は、温度上昇 
に注意してください。 

•連続発光などによって発光部の温度が上昇すると「温度注意画面」が 
表示されます。 

• さらに温度が上昇して、発光ノてネルや本体に破損のおそれがある場合は、 
「高温検出警告画面」に変わり、一時的にすべての操作ができなくなります。 


平常時の画面 温度注意画面 高温検出警告画面 


^[TTLliD 

16 ■ 

8 

"0 s 


^iTTLliL] 



， 0.6-5.4 m | 


< 0.6-5.4 m 

Pi 

®A 


i 35 mm 】 



鼎 m 35 mm 

fW 

j 


主な機能 















カメラ側の設定による撮影機能 


次の撮影機能は、それぞれの機能を備えたカメラとの組み合わせででき 
る撮影で、カメラ側で設定します。スピードライトでは設定できません。 
• カメラ側の機能や設定の詳細は、カメラの使用説明書をご覧ください。 


_オート FP 八イスビードシンクロ撮影 


対応カメラの最高速度までの高速シャッタースピードが使える機能です。 
•シャッタースピードがフラッシュ同調シャッタースピードよりも高速 
側になった場合、自動的に FP 発光に切り替わります。 

• 日中の撮影でも、フラッシュ同調シャッタースピードを気にすること 
なく、レンズの絞りを開いて背景をぼかした撮影がお楽しみいただけ 
9 〇 


•アドバンストワイヤレスライティングによる増灯撮影時でも機能します。 
•使用できる発光モードは、 i - TTL 調光、マニュアル発光、距離優先 
マニュアル発光です。 

• FP 発光時の TTL 調光範囲、ガイドナンパーについては「仕様」をご覧 
ください。 （ mH -23) 



主 

な 

機 
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_FV ロック撮影 

FV ロックするとフラッシュ調光量がロックされるため、構図を変えても 
被写体の明るさを一定に保ったまま撮影できます。 

• FV ロック中にズーミングや絞り値の変更をしても、発光量は自動追随 
するのでフラッシュ調光量（明るさ）は変わりません。 

• FV ロック中はフラッシュ調光量を一定にしたまま複数のコマを撮影 
できます。 

•アドバンストワイヤレスライテイングによる増灯撮影時でも機能します。 
•使用できる発光モードは、 i - TTL 調光、クイックワイヤレスコント□— 
ルモードです。 

• FV とは Flash Value の略で、フラッシュによる被写体の露光量を意味 
します。 

_スローシンクロ（スローシャッター）撮影 

背景の露出を考慮して、低速シャッタースピードに制御されるので、 
轰 夕景や夜景の雰囲気を生かした撮影ができます。 

機 • シャッタースピードが遅くなるので、三脚のご使用をおすすめします。 





■赤目軽減発光撮影/赤目軽減スロー シンクロ 
(スローシャッター）撮影 

本発光直前に小光量で3回発光して、暗いところで人物の瞳が赤く写る「赤 
目現象」を軽減して撮影できます。 

•赤目軽減ス□—シンクロ（スローシャッター）撮影は、赤目軽減発光 
とス□—シンクロ（ス□—シャッター）撮影が同時に設定されます。 
•赤目軽減ス□—シンクロ（ス□—シャッター）撮影ではシャッタース 
ピードが遅くなるので、三脚のご使用をおすすめします。 


圓後幕シンクロ撮影 

夜間、動いている被写体を通常の先幕シンク□で低速シャッタ_スピ_ 

ドで撮影すると、光の軌跡が被写体の前方に流れ、不自然な写真になつ 
てしまいます。後幕シンク□では、光の軌跡が被写体の後方に流れる自 fl 
然な撮影ができます。 

•先幕シンク□時は先幕走行終了直後に発光しますが、後幕シンク□時 ™ 
は後幕走行開始直前に発光します。 | 

•通常、シャッタースピードを低速にして撮影するので、三脚のご使用機 
をおすすめします。 



先幕シンク□時 後幕シンク□時 
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CLS 非対応一眼レフカメラ使用時 


SB - 700は、 CLS 非対応一眼レフカメラとの組み合わせでも使えますが、 
いくつかの機能は制限されます。 

• 制限される機能は、使用するカメラによって異なります。 

• 使用するカメラの使用説明書もあわせてご覧ください。 


ICLS 対応カメラと非対応カメラの違い 



CLS 対応カメラ 

CLS 非対応カメラ 

カメラ通信3 

ァィコン 

表示される 

表示されない 

使用できる 
発光モード 

• i - TTL 調光モード 
• マニュアル発光モード 
• 距離優先マニュアル発光モード 

• マニュアル発光モード 

アドバンスド 
ワイヤレス 
ライティング撮影 

使用可能 

使用不可 

SU -4 タイプの 
ワイヤレス増灯撮影 

リモートフラッシュとしてのみ使 
用可能 

リモートフラッシュとしてのみ 
使用可能 

カラーフイ J レターを 
使用した撮影 

使用可能（フィルター識別機能 
搭載カメラではフイルター情報 
を伝達） 

使用可能 

(ただし、フイルター情報は 
伝達しません） 

FV ロック撮影 

使用可能 

使用不可 

才一卜 FP 八イス 
ピードシンク□撮影 

使用可能 

使用不可 

赤目軽減発光撮影 

使用可能 

使用不可 

後幕シンク□撮影 

使用可能 

使用可能 


s 

非 

対 


眼 

レ 

フ 

力 

i 

用 

時 
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CLS 対応カメラ 

CLS 非対応カメラ 

AF 補助光 

使用可能 

(マルチポイント AF に対応） 

使用不可 

フ ァーム アップ機能 

使用可能 

(ファー ムアップ対応カメラ） 

使用不可 


W 非対応 I 眼レフカメラ使用時 
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ニコンクールビクスとの組み合わせについて 


SB - 700は、次のニコンクールビクスとの組み合わせでも使えますが、 
いくつかの機能は制限されます。 

CLS 対応ニコンクールビクス （ P 7000、 P 600 0) 

i - TTL 対応ニコンクールビクス （ P 5100、 P 5000、 E 8800、 E 8400) 

• 使用するカメラの使用説明書もあわせてご覧ください。 
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て 



■ニコンクールビクス使用時 



CLS 対応 

ニコンクールピクス 

i - TTL 対応 

ニコンクールピクス 

使用できる発光 
モード 

• スタンダード i - TTL 調光モード 
• マニュアル発光モード 
• 距離優先マニュアル発光モード 

使用でぎるワイヤ 
レス増灯モード #1 

• アドバンストワイヤレス 
ライティング* 2 
• SU -4 タイプ（リモート 
フラッシュとしてのみ 
使用可能） 

• SU -4 タイプ（リモー 
トフラッシュとして 
のみ使用可能） 

FV ロック撮影 

使用不可 

才_卜 FP 八イス 
ピードシンクロ撮影 

使用不可 

AF 補助光 

使用不可 

ファームアップ機能 

使用不可 


* 1ニコンクールピクスの内蔵フラッシュをマスターフラッシュに、 


SB - 700をリモートフラッシュにしたワイヤレス増灯撮影はできません。 
*2 クイックワイヤレスコント□—ルモードは使用できません。 
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M CLS 対応のニコンクールビクスについて 


マスターフラッシュになる SB -700、 SB - 800、 SB - 900またはワイヤレ 
ススピードライトコマンダー SU - 800をニコンクールビクスのアクセ 
サリーシューに取り付けて、 SB - 700、 SB -600, SB -800. SB -900 な 
どを「リモートモード」に設定すれば、ワイヤレス増灯撮影ができます。 
設定条件など詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 


0 CLS 対応 ニコン クールビクスとの組み合わせ時の照射3 
角の設定 _〒 

オートパワーズーム機能により、レンズの焦点距離に合わせて照射角が g 
自動的に設定されます。このとき、照射角表示には zmm AUTO (ズー ク 
ムオート）が表示され、照射角の数値は表示されません。 5 

の 

組 

み 


せ 

に 

〇 

い 

て 
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使用上のご注意 • 資料 


トラブルへの対処、お手入れの方法や製品の保証などを説明しています。 
また、使用できるアクセサリーもご紹介しています。 

故障かな？と思ったら 

トラブルが起きたり、警告表示が出たら、ご購入店やニコンサービス機 
関にお問い合わせになる前に、次の項目を確認してください。 

_ SB 700のトラプル 


トラブル 

原因 

対処方法 

CQ 

電源が入らない 

電池の+—が逆になって 
いる 

電池を正しく入れてくだ 
さい 

B -5 

電池容量が不足している 

電池を交換してください 

B -7 

レディーライトが 
点灯しない 

スタンノ ( ィ状態になっている 

•カメラのシャッターボタ 
ンを半押ししてください 
• SB -700 の電源を〇 N に 
してください 

E -26 

電池容量が不足している 

電池を交換してください 

B -7 

調光距離表示が 
出ない 

フラッシュヘッドが正面に 
設定されていない 

フラッシュヘッドを正面に 
設定してください 

B -9 

カメラからの絞り値情報 
がない 

• カメラの設定を確認して 
ください 

• SB -700 をカメラに装着 
し直して < ださい 

- 

カメラからの焦点距離情 
報がない 

SB -700 とカメラの電源を 
入れ直してください 



使用上のご注意•資料 


H-1 
















トラブル 

原因 

対処方法 

m 

オートズーム動 
作しない 

ワイドパネルを設定して 
いる、またはパウンスア 
ダプターを装着している 

ワイドパネルまたはバウ 
ンスアダプターを外して 
ください 

E -12 

E -7 

マニュアルによる照射角 
設定になっている 

オートパワーズームに設 
定してください 

E -22 

リモートフラッ 
シュが発光しない 

マスターフラッシュとリ 
モートフラッシュの距離が 
遠すぎる、または間に障 
害物がある 

マスターフラッシュとリ 
モトフフッシュの配置を 
やり直してください 

D -21 

D -22 

D -23 

マスターフラッシュの光 
がリモートフラッシュの 
ワイヤレスリモートセン 
サー窓に入っていない 

正常に動作しな 
い 


• SB -700 の電源スイッチ 
を〇 N にしたまま、電池 
を入れ直してください 
•電池を入れ直しても左 
のようなトラブルが解消 
されない場合は、ご購 
入店またはニコンサー 
ビス機関に修理を依頼 
してください 

B -5 

異常な表示が 
出る 

充分な谷里かある電池を 
正しく入れていても左の 
ようなトラブルがある場 
合は、マイク□コンピュー 
ターの誤作動の可能性が 
あります 

操作ができない 

過熱防止機能が働いた 

自然冷却して、温度が下 
がるのを待ってください 

E -27 
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故障かな？と思ったら 
■警告表示 


表示/警告 

原因 

対処方法 

m 

a 

電池容量不足画面 

電池容量不足のため、 
すべての動作を停止 
した 

電池を交換してくださ 
い 

B -7 

©1 

高温検出警告画面 

SB -700 が過熱して破 
損するおそれがある 
ため、一時的に動作 
を停止した 

自然冷却して、温度が 
下がるのを待ってくだ 
さい 

E -27 

WRRNIN 6! | 

安全回路作動画面 

電圧異常を検出した 
ため、電源スイッチ 
以外の操作を停止し 
た 

電源を〇 FF にしてか 
ら電池を取り出し、ご 
購入店またはニコン 
サービス機関に修理を 
依頼してください 

H -29 

発光直後にレディー 
ライトが点滅 

適正露出が得られて 
いない可能性がある 

スピードライトから被 
写体までの距離を短く 
する、絞り値を開放側 
にするなどして、撮影 
し直してください 

C -5 

C -12 

D -24 

リモ_トフラッシュ 
がピーピーピーと 
約3秒間鳴った 

適正露出が得られて 
いない可能性がある 

スピードライトから被 
写体までの距離を短く 
する、絞り値を開放側 
にする、リモートフラッ 
シュの位置を変えるな 
どして、撮影し直してく 
ださい 

D -24 
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表示/警告 

原因 

対処方法 


ON 、 级 

カメラ不適合警告 
画面 ( CLS ) 

アドバンストワイヤレ 
ス増灯撮影ができな 
いカメラ使用時に、電 
源スイッチ/ワイヤレス 
増灯モードスイッチを 
[ MASTER ] に設定した 

電源スイッチ/ワイヤ 
レス増灯モードスイッ 
チを [ ON ] に設定して 
ください 

F -1 

力 
画0 

ON 、 级 

X ラ不適合警告 
S (非 CLS ) 

CLS 非対応カメラ使用 
時に、モードセレクター 
を [ TTL ]、[ GN ] に設定 
したか、電源スイッチ/ 
ワイヤレス増灯モード 
スイッチを [ REMOTE ]、 
[ MASTER ] に設定した 

電源スイッチ/ワイヤ 
レス増灯モードスイッ 
チを [ ON ] に、モード 
セレクターを [ M ] に設 
定してください 

F -1 

バ「 

ブンス警告画面 

フフツソユへツドを 

上方向または左右方 
向に設定時に「距離 
優先マニュアル発光 
モード」を選択した 

• フラッシュヘッドを正 
面または下方向に設定 
してください 
•「 i - TTL 調光」または「マ 
ニュアル発光」モード 
に設定してください 

C -11 

zoom Err 

ズーム動作機構に異 
常が発生した 

• SB -700 の電源を入れ 
直してください 
• 電源を入れ直しても表 
示が消えない場合は、 
ご購入店またはニコン 
サービス機関に修理 
を依頼してください 

H -29 
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故障かな？と思ったら 
■ ワイドパネルが取れてしまった場合は 

• ワイドパネルを設定した状態で強い衝撃を与えると、ワイドパネルが 
外れるおそれがありますので、ご注意ください。 

• ワイドパネルが取れてしまった場合の補修は、ご購入店またはニコン 
サービス機関にご依頼ください。 

• ワイドパネルが取れるとワイドパネルを設定した状態と同じになり、 
照射角は任意に設定できなくなります。 


使用上のご注意•資料 


H-5 




ガイドナンバーと絞り値、距離について 

ガイドナンバー （ GN ) とはスピードライトの発光量を示す値で、数値が 
大きいほど光量が大きく、光が遠くまで届きます。 

ガイドナンパー=スピードライトから被写体までの距離 ( m ) x 絞り値 ( F ) 
という関係があります （ ISO 100の場合)。たとえば、 SB -700 はガイド 
ナンパーが28 ( IS 〇100、照射角 35 mm 、 FX フォーマット、スタンダー 
ド配光時、20°〇なので、 IS 〇感度が100で絞り値が F 8 なら、ガイドナ 
ンパー28 +絞り値8 = 3.5 m までスピードライトの光が届くことになり 
咨 〇 

- ISO 100以外の場合は、 IS 〇感度に応じてガイドナンパーに下の係数 
を乗じてください。 


ISO 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

1600 

3200 

6400 

係数 

0.5 

0.71 

1 

1.4 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 


•ガイドナンパーの詳細は「仕様」をご覧ください。 （ mH -20) 


0適正な露出が得られる絞り値、距離の求め方 


絞り値=ガイドナンパー ( ISO 100. m ) x ISO 感度係数+スピードライト 
から被写体までの距離 ( m ) 

スピードライトから被写体までの距離 ( m ) = 

ガイドナンパー (ISO 100- m ) x ISO 感度係数+絞り値 


使用上のご注意•資料 
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0 シンナーやベンジンなどの有機溶剤を清浄に使 
用しないこと 

使用禁±火災や健康障害の原因となります。 


■お手入れの方法 

• 発光パネルにゴミが付着したまま発光させると、発光パネルの破損に 
つながります。定期的にノくネルを清掃してください。 

• ブロアーでゴミやホコリを軽く吹き払った後、柔らかい清潔な布で 
軽く拭いてください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たらした 
柔らかい清潔な布で塩分を拭き取ってから、乾いた布で軽く拭いて 
乾かしてください。 

• ブラシなどで表示パネルを拭いた場合、静電気で表示パネルが点灯し 
たり、黒く変色したりすることがありますが、故障ではありません。 
しばらく放置すると、正常な状態に戻ります。 

• スピードライト内部には、精密な電子部品が多く含まれています。 
振動や衝撃を与えないでください。また、表示パネルを強い力で 
押さないで < ださい。 


お手入れについて 


使用上のご注意•資料 
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■保管の方法 

• カビや湿気による故障を防ぐため、風通しの良い乾燥したところに 
保管してください。 

• ナフタリンや樟脳'、_を発生する器具の近くには、置かないでください。 
•極端に高温になるところ（夏期の車内やストーブなどの近く）には、 
置かないでください。高温になると、故障の原因となります。 

• 約2週間以上使用しないときは、電池の液漏れによる故障を防ぐために、 
電池を取り出してください。 

• コンデンサー(スピードライト内部の部品)の劣化を防ぐため、約1ヶ月 
に1回はテスト発光を行ってください。 


_ご使用になる場所にご注意ください 


' 極端に温度差がある場所に移動すると、スピードライトの内部や外観 
部に水滴が生じることがあります。バッグやビニール袋などに入れ、 
周囲の温度になじませてからご使用ください。 

' テレビ塔や高圧鉄塔に近い場所では、強い磁気や電波が発生しており、 
誤作動することがあります。 
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鼋池についてのご注意 


一般的に、スピードライトは非常に大きな電流を消費するため、電池 
などに記されてし)る充放電回数前に電池が使えなくなる場合があります。 
電池を交換するときは、電源を〇 FF にしてから、 + — を間違えない 
よう正しく入れてください。 

電池の両極に油や汚れなどが付着していると、接触不良の原因となり 
ますので、ご注意ください。 

電池の仕様により、連続発光して電池が高温になると発光できなくな 
ることがあります。ただし、電池温度が下がれば、ご使用になれます。 
電池には、低温になるほど性能が低下する性質、使用しないでおくと 
電圧が回復する性質、使わなくても自己放電する性質があります。ご 
使用になる前には電池の容量の確認を心がけて、電池は早めに交換す 
ることをおすすめします。 

電池は、高温 • 多湿になる場所を避けて保管してください。 

充電池のご使用上の注意や充電方法などについては、各メーカーの電 
池および充電器の使用説明書をご覧ください。 

充電池以外は充電しないでください。充電すると、破裂する恐れがあ 
ります。 


@鹄?覿®池の 

NIMH ^ ^ 1 ハレ 


不要になった充電式電池は、貴重な資 
源を守るために、廃棄しないで充電式 
電池リサイクル協力店へお持ちください。 


使用上のご注意. 




表示パネルについて 

■表示パネルの特性 

• 表示パネルの液晶には指向性があります。斜め上から見ると読み取り 
にくくなりますが、やや下の方向から見ると読み取りやすくなります。 

• 約 60° C 以上の高温下では、一時的に液晶表示が黒くなることがあり 
ますが、常温に戻れば表示も正常に戻ります。 

• 低温下では液晶の応答速度が多少遅くなり、表示が読み取りにくくな 
ったり、表示の切り換わりに時間がかかったりすることがありますが、 
常温に戻れば正常に戻ります。 

_表示バネルバックライトの点灯、消灯 

SB - 700の電源が〇 N の状態でボタンやスイッチを操作すると、パッ 
クライトが点灯して、表示パネルが読み取りやすくなります。 

• SB - 700を操作しない状態が約16秒間続くと、バックライトは消灯し 

よ9 〇 

• カメラ側の表示パネルの照明が点灯すると、連動して SB - 700の表 
示ノ（ネルの照明も点灯します。 % 

■表示バネルのコントラストの設定 ® 

表示パネルのコントラストは、カスタムメニューで調整して、読み取り意 
やすくすることができます。 （ mB -16) 

• コントラストは9段階に設定できます。 
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ファームアップの方法 

SB -700 のファームアップに対応したカメラでは、ニコンウェブサイトか 
ら最新のファームウェアをダウン□ー ドして、カメラボデイーからの操 
作でアップデートすることができます。 

http :// www . nikon - imaqe . com / support / 

• D 3 カメラはファームウェアが A : 2.00 、 B : 2.00以降で対応。 

• D 300カメラはファームウェアが A :1.10 、 B :1.10以降で対応。 

• 現在使用中のファームウェアのバージョンは、カスタムメニューで 
確認できます。 （ mB -17) 

• ファームアップ対応カメラをお持ちでない方は、ニコンサービス機関 
にご相談ください。 


ームアップに対応していないカメラ 


D2 シリーズ、 D1 シリーズ、 D200、D100、D80、 
D70 シリーズ、 D60、D50、D40 シリーズ 


使用上のご注意•資料 


H-11 






使用できるアクセサリー 


■スピードライトスタンド 
AS -22 

付属品のスピードライトスタンド 
AS -22 と同じものです。 



カラーフイルターセツト 

SJ -4 

カラーフイルターホルダー、カラ 
_フイルターケースとカラーフイ 
ルタ_4種類、12枚のセツトです 

• BUJE (青） • YELLOW (黄色） 

• RED (赤 ）. AMBER (肌色) 


■ウォーターガード 
WG - AS 1、 WG - AS 2、 
WG - AS 3 

SB -700 とニコンデジタルー眼レ 
フカメラの組み合わせ時に、カメ 
ラ連動接点への水滴の浸入を防ぐ 
カバーです。 

WG - AS 1 : D 3 シリーズ専用 
WG - AS 2 : D 300 シリーズ専用 
WG - AS 3 


■ スレーブフラッシュ 
コン トローラー SU -4 



カラー フイ ルター は消耗品です。 
ご使用条件により異なりますが、 
発光時の熱によって劣化します。 
必要に応じて点検の上、交換す 
るよろおすすめいたします。 



マスターフラッシュの発光開始と@ 
発光停止を SU -4 のセンサーで i 
検知し、 SU -4 を取り付けたスピ_ $ 
ドライトの発光開始と停止を同じ g 
タイミングで制御するので、ワイヤ賺 
レス増灯撮影ができます。 - 
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使用できるアクセサリー 


■ TTL 調光コード 
SC -28/17 (約 1.5 m ) 

スピードライトをカメラから離し 
て i - TTL 調光撮影をする際に使用し 
ます。三脚取り付け用のねじ穴を 
備えています。 



■ TTL 調光コード SC -29 
(約 1.5 m ) 

スピードライトをカメラから離し 
て i - TTL 調光撮影をする際に使用し 
ます。 AF 補助光機能を備えていま 
す0 



型式 

直列制御方式 TTL 自動調光スピードライト 

ガィドナンパー(照射角 
35 mm、FX フオーマツ 

卜、スタンダード配光時、 
20°〇 

28 ( ISO 100 • m ) /39 (ISO 200 - m ) 

調光範囲 

( i - TTL 調光モード時） 

0.6 m 〜 20 m (フォーマット、配光タイプ、 IS 〇感 
度、照射角、絞り値によって異なります） 

配光画角 

配光タイプ切り換え（スタンダード配光/中央部重点 
配光/均質配光） 

FX / DX 切り換え対応 

発光モード 

• i - TTL 調光モード 
• マニュアル発光モード 
• 距離優先マニュアル発光モード 

その他の発光機能 

テスト発光/モニター発光/マルチポイント AF 補 
助光/モデリング発光 

ニコンク U エイティブ 
ライティングシステム 

対応カメラと組み合わせると、次の機能が可能。 
i - TTL 調光モード/アドノてンストワイヤレスライティン 
グ /FV ロック撮影/発光色温度情報伝達/オート FP 
八イスピードシンク□撮影/マルチポイント AF 補助 
光 

増灯撮影機能 

•アドバンストワイヤレスライティング撮影 
• SU -4 タイプのワイヤレス増灯撮影（リモートモー 
ドのみ） 


使用上のご注意•資料 
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カメラ側の設定によ 
る撮影機能 

カメラのシンク□モード：ス□—シンクロ（ス□— 
シャッター）/赤目軽減ス□—シンクロ（ス□—シャッ 
ター）/先幕シンクロ/後幕シンクロ/後幕ス□—シ 
ンクロ（ス□—シャッター） 

撮影機能：オート FP 八イスピードシンク□撮影/ 
FV □ック撮影/赤目軽減発光撮影 

バウンス角度 

垂直方向：上方向90°〜正面〜下方向7° 

(クリック：下7° / 正面 /45° /60° /75° /90°) 

水平方向：左方向180°〜右方向180° 

(クリック:正面 /30° /60° /75。 /90 V 1 2071507180。) 

電源 ON/OFF 

電源スイッチによる切り換え 
スタンバイ機能設定可能 

使用電池 

次の単3形電池の同一種類を4本 

•1.5 V アルカリ単3形電池 

•1.5 V リチウム単3形電池 

• 1 .2 V ニッケ ) レ水素単3形充電池 

使用電池別の最短発光間隔、発光回数は （ mH -24) 

レディーライト 

充電完了：点灯 

光量不足警告 （ i - TTL 調光モード/距離優先マニユ 
アル発光モード時）：点滅 

レディーライト 
(リ モー ト モー ド時） 

充電完了：点滅 

光量不足警告 （ i - TTL 調光モード/ SU -4 タイプの 
AUTO モード時）：点滅 


I 
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閃光時間 

約1/1042秒: M1/1 発光約1/10000秒: M1/16 発光 
(FULL) 約1/18182秒: M1/B2 発光 

約1/1136秒:1\/11/2発光約1/25000秒： M1/64 発光 

約1/2857秒： M1/4 発光約1/4_秒： M1/128 発光 
約1/5714秒： M1/8 発光 

□ック レバー 

ロックプレートおよびロックピンにより、アクセサ 
U— シューからの脱落を防止。 

調光補正 

+ 3.0 〜一 3.0 の範囲で1/3段ステップで調光可能。 
(i-TTL 調光モード時） 

カスタムメニュー項目 

全11項目 

その他の機能 

過熱防止/ファームアップ 

寸法 （W x H x D ) 

約71 X 126 x 104.5 mm 

質量 

約 360g (本体のみ） 

約 450g (1.5 Vアルカリ単3形電池X 4本を含む） 

付属品 

スピードライトスタンド AS-22、 バウンスアダプター 
SW-14H、 カラーフイルター SZ-3TN、 カラーフイ 
ルター SZ-3F しソフトケース SS-700 


•仕様中のデータは特に記載のある場合を除き、全て常温 （20 °〇、新品電池$ 
使用時のものです。 ^ 

•仕様•性能は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。使用 意 
説明書の誤りなどについての補償はご容赦ください。 ふ 

• 本書記載の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 料 











仕様 

■調光範囲 

( i - TTL 調光モード） 

SB - 700の調光範囲は 0.6 m 〜 20 m です。調光範囲はフォー マツ ト、配 
光タイプ、 IS 〇感度、照射角、絞り値によって異なります。 

• 次の表は FX フォ_マツト、スタンダード配光時の調光範囲表です。 
•各設定状態での調光範囲は、表示パネルで確認できます （ mC -4)。 

■ FX フォーマツト、スタンダード配光時 



ISO 感度 

照射角 （ mm) 



12800 

6400 

3200 

1600 

800 

400 

200 

100 

14BA/ 

WP 

14BA 

14WP 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 



1.4 








4.9 

7 

7 

12 

13 

14 

16 

L 7 

18 

19 

19 










20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 



2 

1.4 







3.5 

4.9 

4.9 

8 

8.8 

9.8 

n 

12 

13 

14 

14 










20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 



2.8 

2 

1.4 






2.5 

3.5 

3.5 

5.7 

6.2 

7 

7.6 

8.5 

8.8 

9.3 

9.3 









20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 



4 

2.8 

2 

1.4 





1.8 

2.5 

2.5 

4 

4.4 

4.9 

5.4 

6 

6.2 

6.6 

6.6 

調 








20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

距 

り. 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 




1.3 

1.8 

1.8 

2.9 

3.1 

3.5 

3.8 

4.3 

4.4 

4.7 

4.7 

離 

値 






19 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 


( F ) 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 



0.9 

1.3 

1.3 

2 

2.2 

2.5 

2.7 

3 

3.1 

3.3 

3.3 








13 

19 

19 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 



11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 


0.7 

0.9 

0.9 

1.5 

1.6 

1.8 

1.9 

2.2 

2.2 

2.4 

2.4 







9.7 

13 

13 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 



16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 

0.6 

0.7 

0.7 

1 

1.1 

1.3 

1.4 

1.5 

1.6 

1.7 

1.7 






6.9 

9.7 

9.7 

16 

17 

19 

20 

20 

20 

20 

20 



22 

16 



5.6 


2.8 


06 

0.6 

06 

0.7 

0.8 

0.9 

1 

1.1 

1.1 

1? 

1? 



11 

8 

4 

2 


69 




















4.8 

6.9 

n 

12 

13 

15 

16 

17 

18 

18 
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■ FX フォーマツト、スタンダード配光時 



ISO 感度 

照射 角 （ mm) 



12800 

6400 

3200 

1600 

800 

400 

200 

100 

14BA/ 

WP 

14BA 

14WP 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 











0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

87 

0.7 

0.7 

0.8 

0.8 

0.9 

0.9 



32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

3〜4 















4.8 

4.8 

8 

9.7 

10 

n 

U 

\i 

U 




32 

22 

16 



5.6 


0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 




11 

8 

4 

Z 4 

3 A 

3 A 

sh 

6 J 

69 

75 

8 A 

8 〜 7 

92 

92 





32 

22 

16 

11 


5.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 





8 

17 

14 

2 A 

4 

43 

48 

53 

59 

6 ^ 

6 〜 5 

6 〜 5 

調 

光 

距 

離 

絞 

n 




32 

22 

16 

11 


0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 




8 

1〜2 

17 

17 

18 

3 

34 

37 

42 

43 

46 

46 

(F) 





32 

22 

16 


0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

範 

囲 





11 

08 

12 

U 

2 

1 ] 

14 

16 

25 

*3 

32 

3 〜 2 







32 

22 

16 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

m 







06 

08 

08 

]A 

15 

17 

ll 

2 J 

1 ] 

23 

23 








32 

22 


0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 









- 

06 

06 

T 

T 

ll 


U 

IS 

16 

16 














0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

06 










32 




07 

07 

08 

09 

T 

T 

U 

U 



• BA :パウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使用時 
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仕様 

l ») llggBr ^ gaa ^ t 祖 


ズームセツト 位置 

照射角度（°) 

垂直方向 

水平方向 

12 (BA/WP) 

120 

130 

14 (BA/WP) * 2 

110 

120 

17 (BA/WP) * 3 

100 

110 

24* 4 

60 

78 

28 

53 

70 

35 

45 

60 

50 

34 

46 

70 

26 

36 

85 

23 

31 

105* 5 

20 

27 

120* 5 

18 

25 


ズームセツト 位置 

照射角度（°) 

垂直方向 

水平方向 

8 (BA/WP) 

120 

130 

10 (BA/WP) * 2 

110 

120 

11 (BA/WP) * 3 

100 

110 

16* 4 

60 

78 

1 广 

57 

75 

1 8 *4 

55 

72 

20 

50 

67 

24 

44 

58 

28 

39 

52 

35 

32 

44 

50 

25 

34 

70 

20 

27 

85* 5 

17 

24 

105* 3 

16 

22 

120* 3 

15 

21 


BA ： バウンスアダプター装着時 WP : ワイドパネル使用時 

*1 中央部重点配光時 *2 スタンダード配光時 

*3 均質配光時 *4 スタンダード配光および中央部重点配光時 

*5 スタンダード配光および均質配光時 


使用上のご注意•資料 
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_ ガイドナンバー表 


SB - 700のガイドナンバーは FX / DX フォーマツト、配光タイプ、 IS 〇感度、 
照射角、発光量によって異なります。 


照射角 
(mm) 

FX フォーマット 

DX フォーマット 

スタンダード 
配光 

中央部重点 
配光 

均質配光 

スタンダード 
配光 

中央部重点 
配光 

均質配光 

8 (BA+WP) 

- 

- 

- 

- 

10 

- 

8 (BA) 

- 

- 

- 

- 

14 

- 

8 (WP) 

- 

- 

- 

- 

14 

- 

10 (BA+WP) 

- 

- 

- 

10 

- 

- 

10 (BA) 

- 

- 

- 

14 

- 

- 

10 (WP) 

- 

- 

- 

14 

- 

- 

11(BA+WP) 

- 

- 

- 

- 

- 

10 

11(BA) 

- 

- 

- 

- 

- 

14 

n (WP) 

- 

- 

- 

- 

- 

14 

12 (BA+WP) 

- 

10 

- 

- 

- 

- 

12 (BA) 

- 

14 

- 

- 

- 

- 

12 (WP) 

- 

14 

- 

- 

- 

- 

14 (BA+WP) 

10 

- 

- 

- 

- 

- 

14 (BA) 

14 

- 

- 

- 

- 

- 

14 (WP) 

14 

- 

- 

- 

- 

- 

16 

- 

- 

- 

23 

25 

- 
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照射角 
(mm) 

FX フォーマット 

DX フォーマット 

スタンダード 
配光 

中央部重点 
症光 

均質配光 

スタンダード 
配光 

中央部重点 
is 光 

均質配光 

17 (BA+WP) 

- 

- 

10 

- 

- 

- 

17 (BA) 

- 

- 

14 

- 

- 

- 

17 (WP) 

- 

- 

14 

- 

- 

- 

17 

- 

- 

- 

23.5 

26 

- 

18 

- 

- 

- 

24.5 

27 

- 

20 

- 

- 

- 

26 

28.5 

23 

24 

23 

25 

- 

28 

30 

24 

28 

25 

28 

23 

29 

31.5 

26 

35 

28 

30 

24 

31.5 

33 

28.5 

50 

31 

33 

28 

34.5 

36 

32 

70 

34 

36 

31 

37 

38 

36 

85 

35.5 

38 

34 

38 

- 

37 

105 

37 

- 

36 

- 

- 

37.5 

120 

38 

- 

37 

- 

- 

38 


• BA :パウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使用時 


仕様 
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スタンタード配光、 ISO100-m 


スタンダード配光、 ISO 100-m 


• BA ： パウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使用時 


FX フオーマツトガイドナンバー 


発光量 

照射角 (mm) 



10 

16 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

WP+ 

BA 

BA 

WP 

1/1 

10 

14 

14 

23 

23.5 

24.5 

26 

28 

29 

31.5 

34.5 

37 

38 

1/2 

7.1 

9.9 

9.9 

16.3 

17 

177 

18.7 

19.8 

20.5 

21.9 

24 

262 

26.9 

1/4 

5 

7 

7 

11.5 

12 

12.5 

13.3 

14 

14.5 

15.5 

17 

18.5 

19 

1/8 

3.5 

4.9 

4.9 

8.1 

8.5 

8.8 

9.4 

9.9 

10.3 

11 

12 

13.1 

13.4 

1/16 

2.5 

3.5 

3.5 

5.8 

6 

6.3 

6.6 

7 

7.3 

7.8 

8.5 

9.3 

9.5 

1/32 

1.8 

25 

2.5 

4.1 

4.2 

4.4 

4.7 

4.9 

5.1 

5.5 

6 

6.5 

6.7 

1/64 

1.3 

1.8 

1.8 

2.9 

3 

3.1 

3.3 

35 

3.6 

3.9 

43 

4.6 

4.8 

1/128 

0.9 

1.2 

1.2 

2 

2.1 

2.2 

2.3 

25 

2.6 

2.7 

3 

3.3 

3.4 


発光量 

照射角 （ mm) 

14 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

WP + 
BA 

BA 

WP 

1/1 

10 

14 

14 

23 

25 

28 

31 

34 

35.5 

37 

38 

1/2 

7.1 

9.9 

9.9 

16.3 

17.7 

19.8 

21.9 

24 

25.1 

26.2 

26.9 

1/4 

5 

7 

7 

11.5 

12.5 

14 

15.5 

17 

17.8 

18.5 

19 

1/8 

3.5 

4.9 

4.9 

8.1 

8.8 

9.9 

11 

12 

12.6 

13.1 

13.4 

1/16 

25 

3.5 

3.5 

5.8 

6.3 

7 

7.8 

8.5 

8.9 

9.3 

9.5 

1/32 

1.8 

2.5 

2.5 

4.1 

4.4 

4.9 

55 

6 

6.3 

6.5 

6.7 

1/64 

1.3 

1.8 

1.8 

2.9 

3.1 

3.5 

3.9 

4.3 

4.4 

4.6 

4.8 

1/128 

0.9 

1.2 

1.2 

2 

2.2 

2.5 

2.7 

3 

3.1 

3.3 

3.4 


DX フォーマツトガイドナンバー 
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仕様 


■ FX フオーマツト、スタンダード配光、 ISO 100-m 


■ DX フォーマット、スタンダード配光、 ISO 100-m 


発光量 

照射角 (mm) 


10 

16 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

WP+BA 

BA 

WP 

1/1 

4.6 

6.4 

6.4 

10.5 

10.8 

11.2 

11.9 

12.8 

13.3 

14.4 

15.8 

17 

17.4 

1/2 

3.3 

4.5 

4.5 

7.4 

7.6 

7.9 

8.4 

9.1 

9.4 

10.2 

11.2 

12 

12.3 

1/4 

2.3 

3.2 

3.2 

5.3 

5.4 

5.6 

6 

6.4 

6.7 

7.2 

7.9 

8.5 

8.7 

1/8 

1.6 

2.3 

2.3 

3.7 

3.8 

4 

4.2 

4.5 

4.7 

5.1 

5.6 

6 

6.2 

1/16 

1.2 

1.6 

1.6 

2.6 

2.7 

2.8 

3 

3.2 

3.3 

3.6 

4 

4.3 

4.4 

1/32 

0.8 

1.1 

1.1 

1.9 

1.9 

2 

2.1 

2.3 

2.4 

2.5 

2.8 

3 

3.1 

1/64 

0.6 

0.8 

0.8 

1.3 

1.4 

1.4 

1.5 

1.6 

1.7 

1.8 

2 

2.1 

2.2 

1/128 

0.4 

0.6 

0.6 

0.9 

1 

1 

1.1 

1.1 

1.2 

1.3 

1.4 

1.5 

1.5 


• FP 発光時のガイドナンパーはシャツタースピード 1/500 秒、 D 3 カメラ装着時の値です。 
• 上記 FP 発光時のガイドナンバーはシャツタースピードによって変化します。例えばシ 

ャツ タースピードが 1/500 から 1/1000 になるとガイドナンノて一は 1 段/」\さくなります。 
つまり高速になるほどガイドナンノは小さくなります。 

• BA : パウンスアダプター装着時 

• WP : ワイドパネル使用時 
H-23 


発光量 

照射角 （ mm) 

14 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

WP+BA 

BA 

WP 

1/1 

4.6 

6.4 

6.4 

10.5 

115 

12.8 

14.2 

15.6 

16.3 

17 

17.4 

1/2 

3.3 

4.5 

4.5 

7.4 

8.1 

9.1 

10 

11 

11.5 

12 

12.3 

1/4 

2.3 

3.2 

3.2 

5.3 

5.8 

6.4 

7.1 

7.8 

8.2 

8.5 

8.7 

1/8 

1.6 

2.3 

2.3 

3.7 

4.1 

4.5 

5 

5.5 

5.8 

6 

6.2 

1/16 

1.2 

1.6 

1.6 

2.6 

2.9 

3.2 

3.6 

3.9 

4.1 

4.3 

4.4 

1/32 

0.8 

1.1 

1.1 

1.9 

2 

2.3 

2.5 

2.8 

2.9 

3 

3.1 

1/64 

0.6 

0.8 

0.8 

1.3 

1.4 

1.6 

1.8 

2 

2 

2.1 

2.2 

1/128 

0.4 

0.6 

0.6 

0.9 

1 

1.1 

1.3 

1.4 

1.4 

1.5 

1.5 


FP 発光時のガイドナンバー 
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_ 霞池別の発光間隔と発光回数 


電池 

最短発光間隔- 1 

発光回数'* 2 /発光間隔 m 

アルカリ電池 （1.5 V ) 

約 2.5 秒 

160回以上/ 2.5 〜30秒 

エポルタ乾電池 (1.5 V ) 

約 2.5 秒 

230回以上/ 2.5 〜30秒 

リチウム電池 （1.5 V ) 

約 3.5 秒 

330回以上/ 3.5 〜30秒 

ニッケル水素充電池 (2600 mAh ) 

約 2.5 秒 

260回以上/ 2.5 〜30秒 

ニッケル水素充電池（エネループ） 

約 2.5 秒 

230回以上/ 2.5 〜30秒 


*1 :発光間隔は、30秒（リチウム電池使用時は120秒）に1回の発光を行っ 
たときのフル発光相当からレディーライト点灯までの時間です。 

*2: 発光回数は、30秒（リチウム電池使用時は120秒）に1回の発光を行っ 
たときの、フル発光相当から30秒以内にレディーライトが点灯する回数 
です。 

• AF 補助光 • ズーム作動 • 表示パネルのバックライトを使用しない場合の数 
値です。 

•電池初期での性能です。電池の新旧、および同じ銘柄でも、電池性能の変 
更等によってデータが異なることがあります。 

• エボルタ乾電池はノてナソニック株式会社の商標です。 












英数字/五十音順 

•各部の名称については「各部の名称」 ( mB -1) をご覧ください。 


英数字 


A：B . D -13 

AF 補助光 . E -23 

AUTO (才ートモード) . D -18 

BL (バランス）調光 . C -1 

CLS . A -6 

CLS 対応カメラ . A -4 

CLS 対応ニコンクールビクス••… G -1 

CLS 非対応一眼レフカメラ . F -1 

CPU レンズ . A -5 

DX フオーマツト . A -6 

FV □ック撮影 . E -29 

FX フォー マツト . A -6 

GN (ガイドナンバー） . H -6 

GN (距離優先マニュアル 

発光モード） . C -10 

i - TTL-BL 調光 . C -1 

i - TTL 調光モード . C -1 

i - TTL 対応ニコンクールビクス… ‘ G -1 

IS 〇感度 . C -4、 H -6 

IS 〇感度係数 . H -6 

M (マニュアルモード) . D -19 


MASTER . D -6 

MENU ボタン . B -4 

OFF (受光禁止) . D -19 

〇 K ポタン . B -4 

REMOTE . D -8 

SEL ボタン . B -4 

SU -4 タイプのワイヤレス 

増灯 . D -3、 D -17 

TTL 調光アンダー量 . C -5 

TTL 調光コード . H -13 

ZOOM ボタン . B -4 



赤目軽減ス□ーシンクロ 

(ス□—シャッター）撮影•…… E -30 

赤目軽減発光撮影 . E -30 

アクセサリー . H -12 

アドバンストワイヤレス 

ライティング撮影 . D -2、 D -9 

後幕シンク□撮影 . E -30 

色補正用 カラー フィ ルター . E -14 

ウォーターガード . H -12 
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才一トパワーズーム . E -22 

才一卜 FP 八イスピード 
シンク□撮影 . E -28 


ガイドナンバー. 


• H -6 


ガイドナンバー表 . H -20 

カスタムメニュー . 

過熱防止 . 


. B -13 

. E -27 

下方バウンス . B -9 

カラーフイルター . E -14 

カラーフイルターセツト . H -12 


カラーフイルターホルダー . E -16 

キャッチライト反射板 . E -10 

距離優先マニユア)レ発光モード • C -1 0 

近距離撮影 . E -11 

均質配光 . E -3 

クイックワイヤレス 


コント□—ルモード •_ 


• D -13 


クール ビクス . G -1 

グルー:7 . D -4 

蛍光灯用カラーフィルター…••… E -14 

警告表示 . H -3 

光量不足警告 • C -5、 C -12、 D -24 


最短発光間隔 . 

サウンド モニター . 

サウンド モニター の設定… 

先幕シンクロ . 

撮像範囲(フオーマット）… ■ 

絞り値 . 

受光禁止 . 

照射角 . 

照射角度表 . 

初期設定 . 

スタンダード i - TTL 調光…… 

スタンダ—ド配光 . 

スタンバイ . 

スタンバイ機能の設定•…… 
スピードライトスタンド•…… 
スレーブフラッシュ 

コント□-ラー . 

ス□—シンクロ 

(ス□-シャッター）撮影 

セレクタ—ダイヤル . 

増灯撮影 . 

測光モード . 


佞月 ^1¢ こ ：/31 • i 和 


44506492 
2 2 1 3 V --- 1 2 
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索引 


G 

着色用 カラー フイ ルター . E -14 

チヤンネノレ . D -4 

中央部重点配光 . E -2 

調光距離 . A -6 

調光範囲 . A -6 

調光範囲表 . H -17 

調光補正 . E -20 

調光補正値 . E -20 

テスト発光 . E -25 

電池 . B -6' H -9 

電池交換 . B -7 

電池容量不足画面 . B -7 

電球用 カラー フイ ルター . E -14 

取付け脚 . B -8 

Q 

ニコンクリエイテイブライテイング 

システム ( CLS ). A -6 

ニコンクールビクス . G -1 


〇 

配光タイプ . E -2 

配光タイプセレクター . B -4 

バゥンスァダプター . E -7 

バウンス警告 . H -4 

バウンス撮影 . E -4 

ノてックライト . H -10 

発光回数 . H -24 

発光間隔 . H -24 

発光モード . C -1、 C -6、 C -10 

発光量 . C -8 

バランス調光 . C -1 

表示パネル . H -10 

ファームアップ . H -11 

ファームウエアノ（ージョン . B -1 7 

フォーマット（撮像範囲） . A -6 

フラッシュヘッド . B -9、 E -5 

フラッシュヘッド□ック 
解除ボタン . E -5 

Q 


マスター フラッシュ（主灯) 


. A -7、 D -6 

マスターモード . D -4、 D -6 

マニュアル発光モード . C -6 
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モードセレクター . B -4 

モデリング発光 . E -25 

モニター 発光 . A -6 

B 

リセット . B -17 

リモートフラッシュ（補助灯） 

. A -7、 D -8、 D -21 

リモートモード . D -4' D -8 

レデイーライト . B -11、 D -24 

レデイーライト 

(リモートモード時） . D -24 

連続発光 . B -5 

ロック解除ボタン . B -4 

ロックレバー . B -8 

Q 

ワイドパネル . E -12 

ワイヤレス増灯撮影 . D -1 


ワイヤレス増灯モードスイッチ 

. D -6、 D -8 

ワイヤレスリモートセンサー窓 
. D -21 


使用上のご注意•資料 
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アフターサービスについて 

■ この製品の操作方法や修理についてのお問い合わせは 

この製品の操作方法や修理について、さらにご質問がございましたら、 

ニコンカスタマーサポートセンターまでお問い合わせください。 

• ニコンカスタマーサボートセンターについては、使用説明書裏面を 
ご参照ください。 

•お願い 

•お問い合わせいただく場合には、「お問い合わせ承り書」の内容をご 
確認の上、お問い合わせください。 

• より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でも「お問い合わせ承り書」 

の所定の項目にご記入いただき、 FAX または郵送でお送りください。 
「お問い合わせ承り書」は、コピーしていただくと、繰り返しお使い 
いただけます。 

■修理を依頼される場合は 

この製品の修理を依頼される場合は、ご購入店、またはニコンサービス 

機関にご依頼ください。 

•ニコンサービス機関につきましては、「ニコンサービス機関のご案内」雷 
をご覧ください。 ^ 

• ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することができない g 
場合は最寄りの販売店、またはニコンサービス機関にご相談ください。| 


■補修用性能部品について 

この製品の補修用性能部品(その製品の機能を維持するために必要な部品） 
の保有年数は、製造打ち切り後7年を目安としています。 

• 修理可能期間は、部品保有期間内とさせていただきます。なお、部品 
保有期間経過後も、修理可能な場合もありますので、ご購入店、また 
はニコンサービス機関へお問い合わせください。水没、火災、落下等 
による故障または破損で全損と認められる場合は、修理が不可能とな 
ります。なお、この故障または破損の程度の判定は、ニコンサービス 
機関にお任せください。 

■ インターネットご利用の方へ 

ソフトウェアのアップデート、使用上のヒントなど、最新の製品テクニ 
カル情報を次の当社 Web サイトでご覧いただくことができます。 

http://www.nikon-image.com/support/ 

製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることを 
おすすめします。 



ニコンカスタマーサポートセンター行 

FAX:03-5977-7499 


【お問い合わせ承り書】 太枠内のみご記入ください 


お問い合わせ日： 

年 月 

日 

お買い上げ日： 

年 月 

日 

製品名： 

シリアル番号： 


フ IJ ガナ 



お名前： 




連絡先ご住所：□自宅 □会社 


TEL : 

FAX : 

問題が発生した時の症状、表示されたメッセージ、症状の発生頻度： 

(おわかりになる範囲で結構ですので、できるだけ詳しくお書きください） 


※このページはコピーしてお使いください。※整理番号 










製晶の使い方に関するお問い合わ镙 

<ニコンカスタマーサポートセンター> 

全国共通のナビダイヤルにお電話ください。 


忍 


0570 -02-8000 

-般鼋話.公衆顧か! 5 は市内通話料金でご利用いただけます 


営業時間: 9:30〜18:00(年末年始、夏期休業日等を除く毎日） 
ナビダイヤルをご利用いただけない場合は、 （03) 6702*0577 におかけくださ 
し、。ファクシミリでのご相談は、 （03) 5977-7499 に送信ください。 


rg サービスのご案内1 

インターネットでの修理のお申し込み 

下記 URL から「ニコンピックアップサービス」のお申し込みができます。宅配便などでお送りいただいた場 
合などの「修理金額見積り」、「修理状況」、「納期」などもこ•確認できますのでご利用ください。 
nttpy/www.niKon-image.com/support/repair/ 

修理品のお引き取りを依頼される場合は 
<ニコンピックアップサービス> 

下記のフリーダイヤルでお申し込みいただくと、ニコン指定の配送業者(ヤマト運輸)が、梱包資材のお届け•修理 
品のお弓 I き取り、修理後のお届け • 集金までを一括して提供するサービスです。 

/ >1 0*1 CjC 営業時間:9:30~18:00(年末年始12/29~1/4を除く毎日） 

1/ I I JJ JSSE のフリーダイヤルは、ニコン指定の配送難(ヤマト運輸)にて承ります。 

製品に関するお問い合わせは、上記のカスタマーサボートセンターへお願いいたします。 

修理に関するお問い合わせは、下記の修理センターへお願いいたします。 


修理品を宅配便などでお送りいただく場合の送り先と 
修理に関するお問い合わせは 


< (株)ニコンイメージングジャパン修理センター> 

052横浜市鶴見区生麦 2-2-26 

営業時間:9:30〜 17:30( 土曜日、日曜日、祝日、年末年始、 
夏期休業日など弊社定休日を除く毎日） 

ナビダイヤルをご利用し、ただけなし鵂合は、 (03) 6702-0577 
(ニコンカスタマーサポートセンター）におかけください。 

b ンターには、ご来所の方の窓口がこ*ざいません。宅配便のみお受けします。ご了承ください。 


230-005： 

SBg 0570-02-8200 

般電話•公衆黯からは市内廳赌でご利用いただけます 
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